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ご注意書き 

 

１． 本資料に記載されている内容は本資料発行時点のものであり、予告なく変更することがあります。当社製品

のご購入およびご使用にあたりましては、事前に当社営業窓口で最新の情報をご確認いただきますとともに、

当社ホームページなどを通じて公開される情報に常にご注意ください。 
2. 本資料に記載された当社製品および技術情報の使用に関連し発生した第三者の特許権、著作権その他の知的

財産権の侵害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。当社は、本資料に基づき当社または第三者の

特許権、著作権その他の知的財産権を何ら許諾するものではありません。 
3. 当社製品を改造、改変、複製等しないでください。 
4. 本資料に記載された回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報は、半導体製品の動作例、応用例を説

明するものです。お客様の機器の設計において、回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報を使用す

る場合には、お客様の責任において行ってください。これらの使用に起因しお客様または第三者に生じた損

害に関し、当社は、一切その責任を負いません。 
5. 輸出に際しては、「外国為替及び外国貿易法」その他輸出関連法令を遵守し、かかる法令の定めるところに

より必要な手続を行ってください。本資料に記載されている当社製品および技術を大量破壊兵器の開発等の

目的、軍事利用の目的その他軍事用途の目的で使用しないでください。また、当社製品および技術を国内外

の法令および規則により製造・使用・販売を禁止されている機器に使用することができません。 
6. 本資料に記載されている情報は、正確を期すため慎重に作成したものですが、誤りがないことを保証するも

のではありません。万一、本資料に記載されている情報の誤りに起因する損害がお客様に生じた場合におい

ても、当社は、一切その責任を負いません。 
7. 当社は、当社製品の品質水準を「標準水準」、「高品質水準」および「特定水準」に分類しております。また、

各品質水準は、以下に示す用途に製品が使われることを意図しておりますので、当社製品の品質水準をご確

認ください。お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、「特定水準」に分類された用途に当

社製品を使用することができません。また、お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、意図

されていない用途に当社製品を使用することができません。当社の文書による事前の承諾を得ることなく、

「特定水準」に分類された用途または意図されていない用途に当社製品を使用したことによりお客様または

第三者に生じた損害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。なお、当社製品のデータ・シート、デ

ータ・ブック等の資料で特に品質水準の表示がない場合は、標準水準製品であることを表します。 
標準水準： コンピュータ、OA 機器、通信機器、計測機器、AV 機器、家電、工作機械、パーソナル機器、

産業用ロボット 
高品質水準： 輸送機器（自動車、電車、船舶等）、交通用信号機器、防災・防犯装置、各種安全装置、生命

維持を目的として設計されていない医療機器（厚生労働省定義の管理医療機器に相当） 
特定水準： 航空機器、航空宇宙機器、海底中継機器、原子力制御システム、生命維持のための医療機器（生

命維持装置、人体に埋め込み使用するもの、治療行為（患部切り出し等）を行うもの、その他

直接人命に影響を与えるもの）（厚生労働省定義の高度管理医療機器に相当）またはシステム

等 
8. 本資料に記載された当社製品のご使用につき、特に、最大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性、実装条件そ

の他諸条件につきましては、当社保証範囲内でご使用ください。当社保証範囲を超えて当社製品をご使用さ

れた場合の故障および事故につきましては、当社は、一切その責任を負いません。 
9. 当社は、当社製品の品質および信頼性の向上に努めておりますが、半導体製品はある確率で故障が発生した

り、使用条件によっては誤動作したりする場合があります。また、当社製品は耐放射線設計については行っ

ておりません。当社製品の故障または誤動作が生じた場合も、人身事故、火災事故、社会的損害などを生じ

させないようお客様の責任において冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計等の安全設計およびエージン

グ処理等、機器またはシステムとしての出荷保証をお願いいたします。特に、マイコンソフトウェアは、単

独での検証は困難なため、お客様が製造された最終の機器・システムとしての安全検証をお願いいたします。 
10. 当社製品の環境適合性等、詳細につきましては製品個別に必ず当社営業窓口までお問合せください。ご使用

に際しては、特定の物質の含有･使用を規制する RoHS 指令等、適用される環境関連法令を十分調査のうえ、

かかる法令に適合するようご使用ください。お客様がかかる法令を遵守しないことにより生じた損害に関し

て、当社は、一切その責任を負いません。 
11. 本資料の全部または一部を当社の文書による事前の承諾を得ることなく転載または複製することを固くお

断りいたします。 
12. 本資料に関する詳細についてのお問い合わせその他お気付きの点等がございましたら当社営業窓口までご

照会ください。 
 
注 1. 本資料において使用されている「当社」とは、ルネサスエレクトロニクス株式会社およびルネサスエレク

トロニクス株式会社がその総株主の議決権の過半数を直接または間接に保有する会社をいいます。 
注 2. 本資料において使用されている「当社製品」とは、注 1 において定義された当社の開発、製造製品をいい

ます。 



概　要

7632グループは7600コア（740ファミリコア）を採用した8ビット

マイクロコンピュータです。

Basic-CANコントローラ、A-D変換器、シリアルI/O、UART、

ウォッチドッグタイマ、などの付加機能を備えています。

7632グループには内蔵するメモリの種類、容量、パッケージの

異なる複数の品種があります。詳細については形名とメモリサイ

ズ、パッケージの項を参照してください。

7632グループの製品ラインナップについては、グループ展開の

項を参照してください。

特　長

基本機械語命令............................................................. 71

命令実行時間 .......................................................... 0.2μs

（最短命令、発振周波数10MHz時）

　　メモリ容量 ROM ............................. 60Kまたは48Kバイト

RAM ............................................... 2Kバイト

入出力ポート ............................................................. 72本

　    割り込み ........................................... 24要因24ベクタ

　　タイマX、Y ................................................... 16ビット×2

　タイマ123 ..................................................... 8ビット×3

(PWM出力機能付)

図1.　80P6S-Aパッケージ　ピン接続図
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　シリアルI/O(クロック同期形、８ビット）

　　又はUART（９ビット）...................................................... 2本

CANコントローラ2.0B ................................................... 1本

(アクセプタンスフィルタサポートユニット機能付きBasic-CAN)

A-D変換器......................................... 8ビット×8チャンネル

ウォッチドッグタイマ..........................................11ビット×1

クロック発生回路 ............................................... 1回路内蔵

(セラミック共振子または水晶発振子外付け)

電源電圧 ........................................................... 4.0～5.5V

消費電力

　f(XIN)/2（高速モード）時 ............................................ 60mW

(発振周波数8MHz、電源電圧5V時)

f(XIN)/8（中速モード）時 ............................................ 30mW

(発振周波数8MHz、電源電圧5V時)

動作周囲温度 .................................................. －40～85℃

応　用

車載制御用、車載オーディオ他

7632グループ
SINGLE-CHIP 8-BIT CMOS MICROCOMPUTER

RJJ03B0062-0200Z
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図2.　機能ブロック図
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　  表1．７６３２グループの性能概要

　　　　　　　　　　項　　　　　　　目
　　基本命令数
　　命令実行時間

　　

　　発振周波数

　　メモリ容量　　　　　　　　 　

                                              　

　　入出力ポート                           P0～P8

　　割り込み

　　タイマ

　　シリアルI/O

　　UART

　　CANコントローラ(アクセプタンスフィルタ機能付き）

　　A-D変換器

　　ウォッチドックタイマ

　　キーオンウェイクアップ

　　クロック発生回路

　　

　　電源電圧

　　消費電力

　　動作周囲温度

　　素子構造

　　　　　　　概　　　　　　　　　要

10MHz（最大）

形式とメモリサイズの項を参照

形式とメモリサイズの項を参照

71

0.2μs

(最短命令、発振周波数10MHz、高速モード時）

72本
外部６要因、内部１７要因、ソフトウェア１要因

１６ビットタイマ×２＋８ビットタイマ×３

クロック同期形

非同期形(7～9ビット)

１チャンネル

８ビット×８チャンネル

１１ビット×１

８本

１回路内蔵

（セラミック共振子又は、水晶発振子外付け）

4.0～5.5V

60mW(5V、8MHz、高速モード時）

-40～85℃

CMOSシリコンゲート

80ピンプラスチックモールドQFP(0.65mmピッチ）

外形：80P6S-A

80ピンセラミックLLC（0.8mmピッチ）

外形：80D0

RAM

ROM

M37633MFT-XXXFP

M37633MCT-XXXFP

M37632MFT-XXXFP

M37632MCT-XXXFP

M37632EFT-XXXFP

M37632EFFP

M37632EFFS

パッケージ
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端子の機能説明

表2.　端子の機能説明

 機　　　　能端子名 名　称
ポート以外の機能

VCC,VSS

AVSS

RESET

XIN

XOUT

VREF

CNVSS

P00/ST00～
P07/ST07

P10/ST10～
P17/ST17

P20/ST20～
P27/ST27

P30/ST30～
P37/ST37

P40
P41/CTX
P42/CRX
P43 ～ P47

P50/KW0～
P57/KW7

P60 ,P61
P62/INT0
P63/INT1
P64/TX0
P65/CNTR0
P66/CNTR1
P67/PWM

P70/AN0～
P77/AN7

P80/SIN1/URXD1
P81/SOUT1/UTXD1
P82/SCLK1/UCTS1
P83/SRDY1/URTS1
P84/SIN2/URXD2
P85/SOUT2/UTXD2
P86/SCLK2/UCTS2
P87/SRDY2/URTS2

電源入力

アナログ電源入力

リセット入力

クロック入力

クロック出力

基準電源入力

CNVSS

入出力ポートP0

入出力ポートP1

入出力ポートP2

入出力ポートP3

入出力ポートP4

入出力ポートP5

入出力ポートP6

入出力ポートP7

入出力ポートP8

VCCに4.0～5.5V、VSSに0Vを印加

A-D変換器の電源入力端子

アクティブ"L"のリセット入力端子

内部クロック発生回路の入出力端子(XINとXOUTの間にセラミック共振子か水晶発振
子を接続、外部クロックを使用する場合には、XINに接続し、XOUTはオープンにする)

A-D変換器の基準電源入力端子

EPROMモード制御ピン（ワンタイムPROM版およびEPROM版のROM書き込み時に使用）

割り込み入力端子

タイマX、タイマY機能端子

PWM出力端子

AD変換器入力端子

USART1機能端子

USART2機能端子

8ビットCMOS入出力ポート
またはシュミットトリガ入力ポート

8ビットCMOS入出力ポート
またはシュミットトリガ入力ポート

8ビットCMOS入出力ポート
またはシュミットトリガ入力ポート

8ビットCMOS入出力ポート
またはシュミットトリガ入力ポート

CMOS入出力ポート

CMOS入出力ポート

CMOS入出力ポート

CMOS入出力ポート

CMOS入出力ポート

キー入力（キーオンウェイク

アップ）割り込み端子

CANデータ送信端子
CANデータ受信端子
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形名とメモリサイズ・パッケージ

図３．形名とメモリサイズ・パッケージ

形名　Ｍ３７６３２             Ｍ 　 F 　Ｔ　  －  ＸＸＸ　    ＦＰ

パッケージ種類

　ＦＰ：外形８０Ｐ６Ｓ-A

　ＦＳ：　　８０Ｄ０

ＲＯＭ番号

ワンタイムＰＲＯＭ版のブランク品

及びＥＰＲＯＭ版では省略されます。

Ｔ：車載対応版

ＲＯＭ／ＰＲＯＭ容量

　Ｆ：６０Ｋバイト

　C：48Ｋバイト

ＲＯＭ領域のうち、先頭の１２８バイトと最後の

４バイトは予約ＲＯＭ領域であり、ユーザＲＯＭ

領域としては使用できません。

メモリの種類

　Ｍ：マスクＲＯＭ版

　Ｅ：ＥＰＲＯＭ版又は

　　　ワンタイムＰＲＯＭ版
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グループ展開

　　7632グループは次のような展開を計画しています。

　メモリの種類

　　マスクROM版、ワンタイムPROM版、EPROM版のサポート

　メモリ容量

　　ROM/PROM容量 ････････････････････48，60Kバイト

　　RAM容量 ･･･････････････････････････････2Kバイト

　パッケージ

　　80P6S-A･･････0.65㎜ピッチプラスチックモールドQFP

　　80D0･････････0.8㎜ピッチセラミックLCC(EPROM版)

ROM外部

8K

12K

16K

20K

24K

28K

32K

48K

60K

512 1024 2048

RAMサイズ(バイト)

M37632EF
M37632MFT

M37632MCT

M37633MFT

:開発中

M37633MCT ✽✽

✽✽

✽✽

図４.　メモリ展開計画

現在サポートを行っている製品は次の通りです。

表3.　サポート品種のリスト

品　　種
ROMサイズ（バイト）

（ユーザ利用可能ROMサイズ）

RAMサイズ

（バイト）
パッケージ その他

M37632MFT-XXXFP

M37632EFT-XXXFP

M37632EFFP

M37632EFFS

 61440

(61308)
2048

80P6S-A

80D0

マスクROM

ワンタイムPROM

ワンタイムPROM（ブランク）

EPROM

M37632MCT-XXXFP

 49152

(49020)
2048 80P6S-A マスクROM

M37633MCT-XXXFP

M37633MFT-XXXFP
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機能ブロック動作説明

中央処理装置(CPU)

　7632グループは740ファミリの命令を使用できます。命令

の動作については7600シリーズのソフトウェアマニュアルを

参照して下さい。

　中央処理装置(CPU)は６個のレジスタを持っています。

アキュムレータ(A)

　アキュムレータは８ビットのレジスタです。演算や転送など

最も使用頻度の高い汎用レジスタです。

インディクスレジスタＸ(X),インディクスレジスタＹ(Y)

　二つのインディクスレジスタ(X，Y)は両方とも８ビットで構

成されたレジスタです。インディクスアドレッシングモードで

は、このレジスタを用いたアドレッシングを行います。プロセッ

サステータスレジスタ内のＴフラグを”1”にセットしたとき、イ

ンディクスレジスタＸの値は第二オペランドのアドレスになり

ます。

スタックポインタ(S)

　スタックポインタはサブルーチン呼び出し時又は割り込み

処理時に退避するレジスタ（スタック）の格納先を示す８ビッ

トのレジスタです。サブルーチンもしくは割り込みルーチンに

分岐するとき、スタック現在のアドレスデータとプロセッサス

テータスレジスタの内容が退避されます。

　スタックアドレスの下位８ビットはスタックポインタの内容

によって決定されます。スタックアドレスの上位８ビットはス

タックページ選択ビットによって決定されます。もしスタック

ページ選択ビットが”0”の時、ゼロページ内のRAMがスタッ

クエリアとして用いられ、スタックページ選択ビットが”1”の

時、１ページ内のRAMがスタックエリアとして利用されます。

　スタックページ選択ビットはCPUモードレジスタにて設定

できます。スタックへの退避及び復帰動作は図6を参照して

下さい。

プログラムカウンタ(PC)

　プログラムカウンタはPCHレジスタとPCLレジスタの計16

ビットで構成されており、次の命令を実行すべきプログラムメ

モリのアドレスを指定します。

b7 b0

X

b7 b0

S

b7 b0

Y

b7 b0

b7 b0

b7 b0

A

b15

アキュムレータ

インディクスレジスタＸ

インティクスレジスタＹ

スタックポインタ

プログラムカウンタ

プロセッサステータスレジスタCZIDBTVN

キャリーフラグ

ゼロフラグ

割り込み禁止フラグ

10進モードフラグ

ブレークフラグ

インディクスXモードレジスタ

オーバフローフラグ

ネガティブフラグ

PCH PCL

図5.　740ファミリのCPUレジスタ
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図6.　スタックへの退避と復帰動作

PLP

表4.　アキュムレータやプロセッサステータスレジスタの退避及び復帰命令

　　　　　　　　　　　　　　　スタックに退避する命令　スタックより復帰する命令

アキュムレータ　　　　　　　　　　　PHA　　　　　　　　　　　　PLA

プロセッサステータスレジスタ　　　　 PHP

 JSR命令実行

実行中のルーチン

　      

　   

RTS命令実行

 　

　    

   　

 　

サブルーチン

戻り先番地をスタック

領域から復帰

戻り先番地をスタック

領域へ退避(注 2)

RTI命令実行

 

  　 
プロセッサステータスレジスタ

の内容をスタック領域から復帰

 　

   　

   　

戻り先番地をスタック

領域から復帰

I フラグ “0”  　“1” 
飛び先ベクトルフェッチ

戻り先番地をスタック

領域へ退避 (注 2)

プロセッサステータスレジスタ

の内容をスタック領域へ退避

割り込み注意 
(注1)

注1，割り込み許可条件　　割り込み許可ビットが “1”
　　　　　　　　　　   　   割り込み禁止フラグが “0”
　2，割り込み発生時、次の命令の実行アドレスはスタック領域に退避しています。サブルーチンを

　　  呼び出すとき、次に実行される命令の一つ前のアドレスがスタック領域に退避しています。

(PCH) M (S)

(S) (S + 1)

(PCL) M (S)

(S) (S + 1)

(PS) M (S)

(S) (S + 1)

割り込みS.R.

(S) (S – 1)

(S) (S – 1)

M (S) (PS)

M (S) (PCL)

(S) (S – 1)

M (S) (PCH)

(PCH) M (S)

(S) (S + 1)

(PCL) M (S)

(S) (S + 1)

(S) (S – 1)

M (S) (PCL)

(S) (S – 1)

M (S) (PCH)
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プロセッサステータスレジスタ(PS)

　プロセッサステータスレジスタは算術演算後に処理装置の

ステータスを示すフラグからなる８ビットのレジスタです。分岐

操作はキャリーフラグ(C)、ゼロフラグ(Z)、オーバーフローフラ

グ(V)、ネガティブフラグ(N)実行できます。10進モードの時、V

フラグは無効です。

　リセット後、割り込み禁止フラグ(I)は”１”にセットされますが、

それ以外のフラグは不定です。プログラムの始めに初期化し

て下さい。

・キャリーフラグ(C)

　　Ｃフラグは算術演算後、算術論理演算方式によって直接

　　発生するキャリーやボローを保持します。シフト命令又は

　　ローテート命令によっても変化します。

・ゼロフラグ(Z)

　　算術演算又は転送データの結果が”0”の時Zフラグは　

　　セットされます。また、”0”以外の回答が出たときクリアさ

　　れます。

・割り込み禁止フラグ(I)

　　IフラグはBRK命令及びウォッチドッグタイマ割り込みに

　　よって発生した割り込みを除いたすべての割り込みを禁

　　止します。

　　Iフラグが”1”の時、割り込みは禁止されます。

・10進モードフラグ(D)

　　加減算を2進で行うか、10進で行うかを決めるフラグで　

　　す。フラグが”１”の場合、１語２桁の10進数として演算を行

　　います。10進補正は自動的に行われますが、、10進モード

　　内で自動変換します。10進演算が行われるのはADC命令

　　とSBC命令のみです。

　　

・ブレークフラグ(B)

　　BRK命令で割り込んだかどうかを識別するためのフラ

　　グです。BRK命令で割り込んだ場合は自動的にフラグ

　　の内容を”１”にして、それ以外の割り込みでは”０”にして

　　スタックに退避されます。

・インディクスXモードレジスタ(T)

　　このフラグが”0”の時は、アキュムレータとメモリの間で

　　演算が実行されます。”1”の時は、アキュムレータを経由

　　しないでメモリとメモリ間の直接演算ができます。

・オーバフローフラグ(V)

　　このフラグは１語を符号付きの２進数として加減算すると

　　きに使用します。加減算の結果が-128～127の範囲を越

　　える場合にセットされます。またBIT命令を実行した場　

　　合、BIT命令が実行されたメモリのビット６にこのフラグに

　　入ります。10進モード時は無効となります。

・ネガティブフラグ(N)

　　演算処理又はデータ転送の結果が負の時セットされま

　　す。またBIT命令を実行した場合、BIT命令が実行された

　　メモリのビット７がこのフラグに入ります。

　　　　　   Cフラグ　Zフラグ　Iフラグ　Dフラグ　Bフラグ　Tフラグ　Vフラグ　Nフラグ

  セット命令　  SEC　　   －　　　SEI　　 SED　　　－　　  SET　　　－　　　  －

  クリア命令　 CLC　　　ー　　　CLI　　 CLD　　　ー　　   CLT　　  CLV　　　ー

　　　　　　　表5.　プロセッサステータスレジスタのセット又はクリア命令
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中央演算処理装置（CPU）

7632グループは7600シリーズ共通のCPUを持っています。各

命令の動作については7600シリーズアドレッシングモード及び機

械語命令一覧表又は7600シリーズソフトウエアマニュアルを参照

してください。

また7600シリーズは、各命令の動作サイクル数が短縮されてい

るなど、38000シリーズのアップバージョンとなっています。

図7.　CPUモードレジスタ

【CPUモードレジスタ】

CPUモードレジスタには、スタックページの選択ビットやチップ

の動作モードを指定するプロセッサモードビットが割り当てられて

います。

このレジスタは000016番地に配置されています。

CPUモ－ドレジスタ(000016 番地)

CPUM 

プロセッサモ－ドビット

   b1  b0
　0　0　:　シングルチップモ－ド

　0　1　:　使用しない(書き込み禁止)

　1　0　:　使用しない(書き込み禁止)

　1　1　:　使用しない(書き込み禁止)

スタックペ－ジ選択ビット

　0　:　0 ペ－ジ

　1　:　1 ペ－ジ

使用しない(読み出し時"0","1"の書き込み禁止)

使用しない(読み出し時不定)

CPU用システムクロック分周比選択ビット（注）

    0　:  f(XIN)/2(高速モード)

    1　:  f(XIN)/8(中速モード)

使用しない(読み出し時"0","1"の書き込み禁止)

b7 b0

注．Timer, USART, CAN, A/Dなど周辺ブロックには、
　　周辺用システムクロック（ f(XIN)/2固定）が入力されます。

00 0
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図8.　メモリ配置図

メモリ

�    SFR領域

ゼロページ内にあり、入出力ポート、タイマなどの制御レジスタ

　が配置されています。

�    RAM

データ格納、サブルーチン呼び出し及び割り込み時のスタック

　などに使用します。

�    ROM

先頭の128バイトと最後の4バイトは、製品検査用の予約領域　

　で、それ以外がユーザ領域です。

�    割り込みベクトル領域

リセット及び割り込みのベクトル番地格納領域です。

�    ゼロページ

ゼロページアドレッシングモードを使用することにより、2語でア

クセスできる領域です。

�    スペシャルページ

スペシャルページアドレッシングモードを使用することにより、

　2語でアクセスできる領域です。

008016 

000016

004016

FF0016

FFCA16

FFFC16

FFFF16

YYYY16

ZZZZ16

RAM

使用していない

割り込みベクタ領域

ゼロページ

スペシャルページ

010016

FFFB16

SFR領域

XXXX16    

ROM領域

ROM容量
(バイト)

YYYY16番地 ZZZZ16番地

CAN
SFRS

ROM

使用していないROM領域  

予約ROM領域

RAM領域

RAM容量
(バイト)

XXXX16番地

088016 

予約領域

192 

256 

384 

640 

768 

896 

512 

1536 

2048 

1024 

013F16

017F16

01FF16

027F16

02FF16

037F16

03FF16

047F16

06FF16

087F16

F00016

E00016

D00016

C00016

B00016

A00016

900016

800016

700016

600016

500016

400016

300016

200016

100016

4096
8192
12288
16384
20480
24576
28672
32768
36864
40960
45056
49152
53248
57344
61440

F08016

E08016

D08016

C08016

B08016

A08016

908016

808016

708016

608016

508016

408016

308016

208016

108016
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図9.　SFR（スペシャルファンクションレジスタ）メモリマップ（１）

000016

000116

000216

000316

000416

000516

000616

000716

000816

000916
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001016

001116
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001716
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001B16

001C16

001D16

001E16

001F16

002016

002116

002216
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002816

002916

002A16

002B16

002C16

002D16

002E16

002F16

003016

003116

003216

003316

003416

003516

003616

003716

003816

003916

003A16

003B16

003C16

003D16

003E16

003F16

004016

004116

004216

004316

004416

004516

004616

004716

004816

004916

004A16

004B16

004C16

004D16

004E16

004F16

005016

005116

005216

005316

005416

005516

005616

005716

005816

005916

005A16

005B16

005C16

005D16

005E16

005F16

CPUモードレジスタ(CPUM)

予約

割り込み要求レジスタA(IREQA)

割り込み要求レジスタB(IREQB)

割り込み要求レジスタC(IREQC)

割り込み制御レジスタA(ICONA)

割り込み制御レジスタB(ICONB)

割り込み制御レジスタC(ICONC)

ポートP0(P0)

ポートP0方向レジスタ(P0D)

ポートP1(P1)

ポートP1方向レジスタ(P1D)

ポートP2(P2)

ポートP2方向レジスタ(P2D)

ポートP3(P3)

ポートP3方向レジスタ(P3D)

ポートP4(P4)

ポートP4方向レジスタ(P4D)

ポートP5(P5)

ポートP5方向レジスタ(P5D)

ポートP6(P6)

ポートP6方向レジスタ(P6D)

ポートP7(P7)

ポートP7方向レジスタ(P7D)

ポートP8(P8)

ポートP8方向レジスタ(P8D)

シリアルI/O1シフトレジスタ(SIO1)

シリアルI/O1制御レジスタ(SIOCON1)

A-D変換レジスタ(AD)

A-D制御レジスタ(ADCON)

タイマ1(T1)

タイマ2(T2)

タイマ3(T3)

タイマ123モードレジスタ(T123M)

タイマXL(TXL)

タイマXH(TXH)

タイマYL(TYL)

タイマYH(TYH)

タイマXモードレジスタ(TXM)

タイマYモードレジスタ(TYM)

UART1モードレジスタ(U1MOD)

UART1ボーレートジェネレータ(U1BRG)

UART1制御レジスタ(U1CON)

UART1ステータスレジスタ(U1STS)

UART1送信バッファレジスタ1(U1TBR1)

UART1送信バッファレジスタ2(U1TBR2)

UART1受信バッファレジスタ1(U1RBR1)

UART1受信バッファレジスタ2(U1RBR2)

UART2モードレジスタ(U2MOD)

UART2ボーレートジェネレータ(U2BRG)

UART2制御レジスタ(U2CON)

UART2ステータスレジスタ(U2STS)

UART2送信バッファレジスタ1(U2TBR1)

UART2送信バッファレジスタ2(U2TBR2)

UART2受信バッファレジスタ1(U2RBR1)

UART2受信バッファレジスタ2(U2RBR2)

ポート P0,P1,P2,P3 制御レジスタ(PUP03 )

ポート P4プルアップ/ダウン制御レジスタ(PUP4)

ポート P5プルアップ/ダウン制御レジスタ(PUP5)

ポート P6プルアップ制御レジスタ(PUP6)

ポート P7プルアップ制御レジスタ(PUP7)

ポート P8プルアップ制御レジスタ(PUP8)

ウォッチドッグタイマレジスタ(WDT)

極性制御レジスタ(PCON) 

CAN送信制御レジスタ(CTRM)

CANバスタイミング制御レジスタ1(CBTCON1)

CANバスタイミング制御レジスタ2(CBTCON2)

CANアクセプタンスコードレジスタ0(CAC0)

CANアクセプタンスコードレジスタ1(CAC1)

CANアクセプタンスコードレジスタ2(CAC2)

CANアクセプタンスコードレジスタ3(CAC3)

CANアクセプタンスコードレジスタ4(CAC4)

CANアクセプタンスマスクレジスタ0(CAM0)

CANアクセプタンスマスクレジスタ1(CAM1)

CANアクセプタンスマスクレジスタ2(CAM2)

CANアクセプタンスマスクレジスタ3(CAM3)

CANアクセプタンスマスクレジスタ4(CAM4)

CAN受信制御レジスタ(CREC)

CAN送信アボートレジスタ(CABORT)

予約

CANトランスミットバッファ0(CTB0)

CANトランスミットバッファ1(CTB1)

CANトランスミットバッファ2(CTB2)

CANトランスミットバッファ3(CTB3)

CANトランスミットバッファ4(CTB4)

CANトランスミットバッファ5(CTB5)

CANトランスミットバッファ6(CTB6)

CANトランスミットバッファ7(CTB7)

CANトランスミットバッファ8(CTB8)

CANトランスミットバッファ9(CTB9)

CANトランスミットバッファA(CTBA)

CANトランスミットバッファB(CTBB)

CANトランスミットバッファC(CTBC)

CANトランスミットバッファD(CTBD)

予約
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図10.SFR（スペシャルファンクションレジスタ）メモリマップ（２）
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CAN受信バッファ7(CRB7)

CAN受信バッファ8(CRB8)

CAN受信バッファ9(CRB9)

CAN受信バッファA(CRBA)

CAN受信バッファB(CRBB)

CAN受信バッファC(CRBC)

CAN受信バッファD(CRBD)

アクセプタンスSID (10:3)  (ASID)

変換後アクセプタンス SID (2:0)  (CSID) 

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

シリアルI/O2シフトレジスタ(SIO2)

シリアルI/O2制御レジスタ(SIOCON2)

予約

割り込み極性選択レジスタ(IPOL)

予約

予約

予約

予約
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入出力ポート

入出力ポートは方向レジスタを持っており、入力ポートとして

使用するか出力ポートとして使用するかビット単位に設定する

ことが可能です。方向レジスタを"１"にセットするとその端子は

出力ポートになります。"０"にクリアすると入力ポートになります。

出力ポートに設定されている端子から読み込んだ場合は、端

子の値ではなくポートラッチの内容が読み込まれます。入力

ポートに設定されている端子はフローティングとなり、端子の値

を読み込むことができます。書き込んだ場合はポートラッチに

書き込まれますが、端子はフローティングのままです。図11～

14を参照して下さい。

図11.　ポート入出力関連レジスタ

ポート Ｐiレジスタ (i=0～8) (000816番地 + 2・i)

b7

ポート Pij制御ビット (j=0～7)

　0："L"レベル

　1："H"レベル

Ｐi 

ＰiD 

ポート Ｐi方向レジスタ(i=0～8) (000916番地+2・i)   

ポートPij 方向制御ビット (j=0～7)

　0：ポート入力モード

　1：ポート出力モード

b7 b0

b0
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図12.　ポートのブロック図（1）

(8) ポート P82/SCLK1, ポート P86/SCLK2 (SI/O選択時)

(6) ポート P81/SOUT1, ポート P85/SOUT2 (SI/O選択時)

(7) ポート P81/UTXD1, ポート P85/UTXD2 (UART選択時)

(5) ポート P80/URXD1, ポート P84/URXD2 (UART選択時)

(4) ポート P80/SIN1, ポート P84/SIN2 (SI/O選択時)(3) ポート P50/KW0～P57/KW7

ポートラッチ

方向レジスタ

キーオンウェイクアップ割り込み

(1) ポート P0, P1, P2, P3    

データバス データバス

データバス

プルアップ制御ビット

(2) ポート P40, P43～P47, P60, P61

プルアップ制御ビット

シュミットトリガ選択ビット

プルアップ制御ビット

SI/O入力

プルアップ制御ビット

受信許可ビット

URXD入力

プルアップ制御ビット

プルアップ制御ビット

SI/O出力

SI/O機能選択ビット
送信完了シグナル

プルアップ制御ビット
同期クロック選択ビット

SI/O機能選択ビット
送信許可ビット

UTXD出力 SI/Oクロック出力 外部クロック入力

SI/O機能選択ビット

ポートラッチ

方向レジスタ

ポートラッチ

方向レジスタ

キーオンウェイクアップ制御ビット
プルアップ／プルダウン制御ビット

ポートラッチ

方向レジスタ

データバス

ポートラッチ

方向レジスタ

データバス

ポートラッチ

方向レジスタ

データバス

ポートラッチ

方向レジスタ

データバス

ポートラッチ

方向レジスタ

データバス
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図13.　ポートのブロック図（2）

(16) ポート P42/CRX
 

(15) ポート P41/CTX

(9) ポート P82/UCTS1, ポート P86/UCTS2 (UART選択時)

RTS/CTS選択ビット

UCTS入力

URTS出力

(11) ポート P83/URTS1, ポート P87/URTS2 (UART選択時) (12) ポート P64/TX0

(13) ポート P65/CNTR0, P66/CNTR1 (14) ポート P67/PWM

プルアップ制御ビット

ポートラッチ

方向レジスタ

データバス

RTS/CTS選択ビット

プルアップ制御ビット

プルアップ制御ビット

PWM出力許可ビット

データバス ポートラッチ

方向レジスタ

データバス ポートラッチ

方向レジスタ

プルアップ制御ビット

CTX選択ビット

CTX出力

データバス ポートラッチ

方向レジスタ

プルアップ／プルダウン制御ビット
CANドミナントレベル制御ビット

CANウェイクアップ割り込み

CRX入力

データバス ポートラッチ

方向レジスタ

(10) ポート P83/SRDY1, ポート P87/SRDY2 (SI/O選択時)

SI/O機能選択ビット

SRDY出力

TX0入力

PWM出力
CNTR入力

プルアップ制御ビット

プルアップ制御ビット

プルアップ制御ビット

ポートラッチ

方向レジスタ

データバス

ポートラッチ

方向レジスタ

データバス

ポートラッチ

方向レジスタ

データバス
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図14.　ポートのブロック図（3）

(18) ポート P70/AN0～P77/AN7(17) ポート P62/INT0, P63/INT1

割り込み入力

ADC入力

プルアップ制御ビット プルアップ制御ビット

ポートラッチ

方向レジスタ

データバス
ポートラッチ

方向レジスタ

データバス

アナログ入力端子選択ビット

アナログ入力ピン選択
Vref入力スイッチビット
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図15.　ポートプルアップ／プルダウン制御レジスタ

図16.　極性制御レジスタ

b7 b0

極性制御レジスタ(003F16番地)

PCON

キーオンウェイクアップ極性制御ビット

　0：低レベルアクティブ

　1：高レベルアクティブ

CAN ドミナントレベル制御ビット

　0：低レベルドミナント

　1：高レベルドミナント

使用しない(読み出し時“0”、“1”の書き込み禁止)

 

0 0 0 0 0 0

ポートP0,P1,P2,P3制御レジスタ (003816番地)

b7 b0

ポートＰiプルアップ制御レジスタ  (003516 +i番地)  (i=6,7,8)    

Pij プルアップ制御ビット(j=0～7)

　0：プルアップ禁止

　1：プルアップ許可

PUP6,PUP7,PUP8

b7 b0

Ｐ(j/2)プルアップ制御ビット(j=0,2,4,6)
０：プルアップ禁止
１：プルアップ許可　
ST{(j-1)/2} シュミットトリガ制御ビット(j=1,3,5,7)
０：シュミットトリガ禁止
１：シュミットトリガ許可

PUP03

ポート Ｐ4プルアップ/ダウン制御レジスタ(003916番地)

b7 b0

P4jプルアップ制御ビット(j=0～1)

　　0: プルアップ禁止
　　1: プルアップ許可

P42プルアップ/ダウン制御ビット

　　0: プルアップ/ダウン禁止
　　1: プルアップ/ダウン許可（注１）

P4jプルアップ制御ビット(j=3,4,5,6,7)

　　0: プルアップ禁止
　　1: プルアップ許可

PUP4

b7 b0

ポートＰ5プルアップ/ダウン制御レジスタ  (003A16番地)

PUP5

j はビットを表す

P5j プルアップ/プルダウン制御ビット(j=0～7)

　0：プルアップ/プルダウン禁止

　1：プルアップ/プルダウン許可（注２）

注１．CANドミナントレベル制御ビットが
　　　低レベルドミナントの時プルアップ、
　　　高レベルドミナントの時プルダウンとなります。

注２．キーオンウェイクアップ極性制御ビットが
　　　低レベルアクティブの時プルアップ、
　　　高レベルアクティブの時プルダウンとなります。

ポートプルアップ／プルダウンの機能

ポートP0からP8の各ピンはプログラム可能なプルアップト

ランジスタを装備しています。P42/CRXおよびP50/KW0から

P57/KW7は、プログラム可能なプルダウントランジスタを 同

様に装備しています。P0からP8のプルアップ機能は対応する

ポートプルアップコントロールレジスタによりコントロールする

ことができます（図15を参照）。

ポートP42とP5のプルアップ／ダウン機能は、極性制御レジ

スタ（図16を参照）に対応するポートプルアップ／ダウンレジ

スタをコントロールすることができます。　　　　　　　　　

シュミットトリガ入力機能

ポートP0からP3はシュミットトリガ回路を追加装備していま

す。これらは、ポートP0,P1,P2,P3制御レジスタの対応するビッ

トの設定により選択することができます（図15を参照）。
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割り込み

割り込みはベクトル割込で、外部6要因、内部17要因、ソフト

ウエア1要因の24要因から発生することが可能です。

�割り込み制御

ノンマスカブル割り込み（RESET,ウオッチドックタイマ,ＢＲ

Ｋ命令）を除く各割り込みは、割り込み要求ビットと割り込み許可

ビットを持っており、割り込み禁止フラグの影響を受けます。割

り込み許可ビット及び割り込み要求ビットが"1"でかつ割り込み

禁止フラグが"0"のとき割り込みは受け付けられます。

割り込み要求ビットはプログラムでクリアできますが、セット

はできません。割り込み許可ビットはプログラムでセット、クリア

できます。

リセット，ウォッチドッグタイマ割り込みとＢＲＫ命令割り込みを

禁止するフラグ又はビットはありません。これら以外の割り込み

は割り込み禁止フラグがセットされていると受け付けられませ

ん。

�割り込み動作

割り込みを受け付けると、

　　1．実行中の処理は中断します。

　　2．プログラムカウンタとプロセッサステータスレジスタが

　　　スタック領域に退避されます。

　　3．割り込み禁止フラグがセットされ、割り込み要求ビットが

　　　クリアされます。

　　4．割り込み飛び先番地がプログラムカウンタに入ります。

�注意事項

次の場合、割り込み要求ビットが”１”になる場合があります。

・外部割り込みのアクティブエッジを設定する際

　対象レジスタ：割り込み極性選択レジスタ（007D16番地）

                        極性制御レジスタ（003F16番地）

                        タイマXモードレジスタ（002616番地）

　　　　　　　タイマYモードレジスタ（002716番地）

これらの設定に同期した割り込みが不要な場合は、以下の手

順で設定して下さい。

　　1．該当する割り込み許可ビットを”０”（禁止）にする。

　　2．該当する極性を設定する。

　　3．一命令をおいてから、該当する割り込み要求ビットを

　　　”０”にする。

　　4．該当する割り込み許可ビットを”１”（許可）にする。



7632グループ

Rev.2.00    2003.10.30    page 20 of 64

表6.　割り込みベクトル番地と優先順位

割り込み要求発生条件割り込み要因
優先
順位

ベクトル番地（注1）

下位上位
___________

RESET（注２）

ウォッチドッグタイマ

INT0

INT1

CAN送信完了

CAN受信完了

CANオーバーラン

CANエラーパッシブ

CANバスオフ

CANウェイクアップ

タイマX

タイマY

タイマ1

タイマ2

タイマ3

CNTR0

CNTR1

UART1受信

シリアルI/O1

UART1送信

UART2受信

シリアルI/O２

UART2送信

使用しない

A-D変換

キー入力

(キーオンウェイクアップ)

BRK命令

備　考

注1. ベクトル番地とは、割り込み飛び先番地の格納番地を示します。

2. リセットは最上位の優先順位を持つ割り込みとして処理されます。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

FFFA16

FFF816

FFF616

FFF416

FFF216

FFF016

FFEE16

FFEC16

FFEA16

FFE816

FFE616

FFE416

FFE216

FFE016

FFDE16

FFDC16

FFDA16

FFD816

FFD616

FFD416

FFD216

FFD016

FFCE16

FFCC16

FFCA16

FFFB16

FFF916

FFF716

FFF516

FFF316

FFF116

FFEF16

FFED16

FFEB16

FFE916

FFE716

FFE516

FFE316

FFE116

FFDF16

FFDD16

FFDB16

FFD916

FFD716

FFD516

FFD316

FFD116

FFCF16

FFCD16

FFCB16

リセット時

ウオッチドッグタイマのアンダーフロー時

INT0入力の立ち上がり又は立ち下がりエッジ検出時

INT1入力の立ち上がり又は立ち下がりエッジ検出時

ノンマスカブル

ノンマスカブル

外部割り込み

(極性プログラマブル）

外部割り込み

(極性プログラマブル）

CAN選択時のみ有効

CAN選択時のみ有効

CAN選択時のみ有効

CAN選択時のみ有効

CAN選択時のみ有効

外部割り込み

(極性プログラマブル)

外部割り込み

(極性プログラマブル)

外部割り込み

(極性プログラマブル)

UART１選択時のみ有効

シリアルI/O1選択時のみ有効

UART１選択時のみ有効

UART２選択時のみ有効

シリアルI/O２選択時のみ有効

UART２選択時のみ有効

外部割り込み

(極性プログラマブル)

ノンマスカブル

ソフトウエア割り込み

CAN送信完了時

CAN受信完了時

CANオーバーラン受信時

CANエラーパッシブモード移行時

CANバスオフモード移行時

CANモジュールのウェイクアップ移行時

タイマXアンダーフロー又はオーバーフロー時

タイマYアンダーフロー時

タイマ1アンダーフロー時

タイマ2アンダーフロー時

タイマ3アンダーフロー時

CNTR0入力の立ち上がり又は立ち下がりエッジ検
出時

CNTR1入力の立ち上がり又は立ち下がりエッジ検
出時

UART１受信完了又は受信エラー発生時

シリアルI/O1データ送受信完了時

UART１送信完了時

UART２受信完了時又は受信エラー発生時

シリアルI/O２データ送受信完了時

UART2送信完了時

使用しない

A-D変換終了時

ポートP５0～P５7(入力時)の入力論理レベルの

論理積の立ち上がり又は立ち下がり時

BRK命令実行時
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図17.　割り込み関連レジスタ

割り込み要求レジスタA(000216番地)

IREQA

使用しない（読み出し時"0"、"1"の書き込み禁止）

INT0外部割り込み要求ビット

INT1外部割り込み要求ビット

CAN送信完了割り込み要求ビット

CAN受信完了割り込み要求ビット

CANオーバーラン割り込み要求ビット

CANエラーパッシブ割り込み要求ビット

CANバスオフ割り込み要求ビット

b7 b0

b7 b0

割り込み要求レジスタB(000316番地)

IREQB

CANウェイクアップ割り込み要求ビット

タイマX割り込み要求ビット

タイマY割り込み要求ビット

タイマ1割り込み要求ビット

タイマ2割り込み要求ビット

タイマ3割り込み要求ビット

CNTR0割り込み要求ビット

CNTR1割り込み要求ビット

b7 b0

割り込み要求レジスタC(000416番地)

IREQC

AD変換割り込み要求ビット

キーオンウェイクアップ割り込み要求ビット

　

0:割り込み要求なし

(A)受信バッファレジスタフル 又は 受信エラー割り込み

(B)送信シフトレジスタ 又は 送信バッファレジスタエンプティ割り込み

1:割り込み要求あり

割り込み制御レジスタA(000516番地)

ICONA

b7 b0

使用しない（読み出し時"0"、"1"の書き込み禁止）

INT0外部割り込み許可ビット

INT1外部割り込み許可ビット

CAN送信完了割り込み許可ビット

CAN受信完了割り込み許可ビット

CANオーバーラン割り込み許可ビット

CANエラーパッシブ割り込み許可ビット

CANバスオフ割り込み許可ビット

b7 b0

割り込み制御レジスタB(000616番地)

ICONB

CANウェイクアップ割り込み許可ビット

タイマX割り込み許可ビット

タイマY割り込み許可ビット

タイマ1割り込み許可ビット

タイマ2割り込み許可ビット

タイマ3割り込み許可ビット

CNTR0割り込み許可ビット

CNTR1割り込み許可ビット

b7 b0

割り込み制御レジスタC(000716番地)

ICONC

AD変換割り込み許可ビット

キーオンウェイクアップ割り込み許可ビット

使用しない（読み出し時"0"、"1"の書き込み禁止）

使用しない（読み出し時"0"、"1"の書き込み禁止）

使用しない（読み出し時"0"、"1"の書き込み禁止）

使用しない（読み出し時"0"、"1"の書き込み禁止）

　

0:割り込み禁止

1:割り込み許可

UART1受信(A)又はSI/O1割り込み許可ビット

UART1送信(B)割り込み許可ビット

UART2受信(A)又はSI/O2割り込み許可ビット

UART2送信(B)割り込み許可ビット

UART1受信(A)又はSI/O1割り込み要求ビット

UART1送信(B)割り込み要求ビット

UART2受信(A)又はSI/O2割り込み要求ビット

UART2送信(B)割り込み要求ビット

0 00 0

0 0
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図19.　割り込み制御図

図18.　割り込み極性選択レジスタ

割り込み要求ビット

割り込み許可ビット

割り込み禁止フラグ　

BRK命令
リセット

割り込み要求

b7

IPOL

0：立ち下がりエッジアクティブ

1：立ち上がりエッジアクティブ

使用しない(読み出し時"0"、"1"の書き込み禁止)

INT0割り込みエッジ選択ビット

INT1割り込みエッジ選択ビット

使用しない(読み出し時"0"、"1"の書き込み禁止）

割り込み極性選択レジスタ（007D16番地）

b0

0 0 0 0 0 0

　外部割り込みINT0およびINT1の割り込み要求を引き起こす

極性エッジについては、INT0およびINT1割り込みの割り込み

極性選択レジスタ（IPOL）のエッジ選択ビットによって選択す

ることができます。 図18を参照してください。
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キー入力割り込み（キーオンウェイクアップ）

キー入力割り込みは、キーオンウェイクアップ極性制御ビットが

“L”レベル有効の時、ポートP5のうち入力に設定され、かつプル

アップ／プルダウン許可されている端子のいずれかに“L”レベル

の電圧が印加されると、すなわち入力レベルの論理積が“1”から

“0”になると割り込み要求が発生します。図20はキー入力割り込み

を用いた一例で、ポートP50～P57を入力とするアクティブ“L”の

キーマトリクスを構成すると、キーを押すことによって割り込みが

発生します。

図20.　キー入力割り込みブロック図

P5j/KWj

P5j入出力

キーオンウェイク
アップ割り込み要求

PCON(キーオンウェイクアップ制御ビットを“L”レベル有効：＝“0”)

P5Dj (P5jを入力：＝“0”) 

PUP5j (P5jのプルアップ／プルダウン許可：＝“1”) 

j=0～7  
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図21.　タイマX,タイマYブロック図

タイマ

タイマはタイマX、タイマYの16ビットタイマ２本と、タイマ1、

タイマ2、タイマ3の8ビットタイマ3本があります。

タイマは二相パルス処理モードを除いてカウントダウン方式

で、タイマの内容が“0”になった次のカウントパルスでアン

ダーフローし、タイマラッチの内容を再びロードしてカウントダ

ウンを続けます。また、タイマがアンダーフローすると各タイマ

に対応する割り込み要求ビットが“1”にセットされます。

16ビットタイマに読み書きする場合は必ず上位バイト、下位

バイトともに読み書きしてください。16ビットタイマの値を読み

出す場合は上位バイト、下位バイトの順に読み出し、値を書き込

む場合は下位バイト、上位バイトの順に書き込んでください。な

お、16ビットタイマは、書き込み操作中に読み出したり、読み出

し操作中に書き込みを行うと正常な動作を行いません。

エッジ検出

XIN TYM1,0

"00","1X"
"01"

TXM7

TXM

TXM

5,4

5,4

"01"

ダウンカウント

ダウンカウント

"X0"
"11"

P64/TX0

P65/CNTR0

P66/CNTR1
"0"

TYM5,4="11"
"11"

TYM5,4="01"

TYM5,4

TYM3,2

TXM5,4="11"

TYM7

タイマY割り込み要求

CNTR0割り込み要求

CNTR1
割り込み要求

タイマX 割り込み要求

TXM6

"0X","11"

"0X","10"

"10"

タイマX(下位)(8)

TXM5,4

"1"

"0"

タイマX(上位)(8)

リロード

リロード

TYM6"1"

"01"

"10"

"11"

"00"

"01"

"00"

TXM5,4="10"

"10"

"11"

1/32

1/128

1/256

1/8

アップダウン
生成方向

タイマX下位ラッチ(8) タイマX上位ラッチ(8)

1/16

1/64

1/128

1/4

タイマY(下位)(8) タイマY(上位)(8)

タイマY下位ラッチ(8) タイマY上位ラッチ(8)

エッジ検出

立ち下がりエッジ検出

立ち下がりエッジ検出

立ち上がりエッジ検出
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�タイマＸ

タイマXは16ビットタイマであり、タイマXモードレジスタによ

り4つの動作モードを選択することができます。また、タイマX

データ書き込み制御ができます。

�タイマX書き込み制御

　ラッチにのみ書き込む場合、タイマXレジスタに値を書き込
むとタイマXラッチに値が設定され、タイマXは次のアンダーフ

ローで更新されます。

図22.　タイマXモードレジスタ

(1) タイマモード

　タイマXのカウントソースは後述のタイマYモードレジスタの
タイマXカウントソース選択ビット（002716番地）により、XINの

8分周、32分周、128分周、256分周したものより選択できます。

　タイマXはカウントダウン方式のタイマとして動作します。タ

イマXがアンダーフローすると、タイマX割り込み要求ビットが”

１”にセットされ、タイマXラッチの値がタイマXにリロードされ、

カウントし続けます。

(2) 二相パルス処理モード

カウントソースはP64/TX0とP65/CNTR0端子からの入力信

号になります。タイマは両入力信号の組合わせにより、ダウンカ

ウント／アップカウントタイマとして動作しています。

カウント方式の選択と動作についてはタイミングチャートを

参照してください。

この時P64/TX0およびP65/CNTR0は入力ポートに設定され

ている必要があります。

(3) パルス周期測定モード

CNTR0端子入力の立ち上がり／立ち下がりでCNTR0割り

込み要求ビットが“1”にセットされ、タイマラッチの値がタイマ

Xにリロードされ、再びカウントを続けることを除けば、タイマ

モードと同じ動作をします。この時P65/CNTR0が入力ポートに

設定されている必要があります。CNTR0端子入力の立ち上が

り／立ち下がり時のリロード直前のタイマ値はリロード後一度

読み出されるまで保持されます。なお、CNTR0端子入力の立ち

上がり／立ち下がりタイミングはCNTR0割り込みで知ることが

できます。パルス周期の極性はCNTR0極性切り替えビット

（002616番地）で設定できます。

通常はラッチ及びタイマ同時書き込みになっており、タイマXレ

ジスタに値を書き込むとタイマXとタイマXラッチの両方に同

時に値が設定されます。

　なお、ラッチにのみ書き込む場合、タイマX上位ラッチに書き

込むタイミングとアンダフローのタイミングがほぼ同時のとき

にはタイマX（上位）に望ましくない値が設定されることがありま

す。

タイマXモードレジスタ(002616番地)

タイマXデータ書き込み制御ビット

　0：ラッチ・タイマともに書き込み

　1：ラッチにのみ書き込み

使用しない( 読み出し時"0"､"1"の書き込み禁止)

タイマXモードビット

   b5   b4

　0　  0：タイマモード

　0　  1：二相パルス処理モード

　1　  0：パルス周期測定モード

　1　  1：パルス幅測定モード

CNTR0極性切替ビット

　0：パルス周期測定モード時：立ち下がりエッジアクティブ

　　  割り込み要求発生時：立ち下がりエッジアクティブ

　　  パルス幅測定モード時："H"期間カウント

　1：パルス周期測定モード時：立ち上がりエッジアクティブ

　　  割り込み要求発生時：立ち上がりエッジアクティブ

　　  パルス幅測定モード時："L"期間カウント

タイマXカウント停止ビット

　0：カウント開始

　1：カウント停止

b7 b0

TXM

0 0 0
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P64/TX0 

P65/CNTR0

タイマ×値

カウント動作   ダウンカウント   アップカウント

P64／TX0 P65／CNTR0 カウント動作

アップカウント

"H"サイズ ダウンカウント

"L"サイズ

アップカウント

アップカウント

ダウンカウント

ダウンカウント

"H"サイズ

ダウンカウント

アップカウント

"L"サイズ

"L"サイズ

"L"サイズ

"H"サイズ

"H"サイズ

立ち上がりエッジ

立ち上がりエッジ

立ち下がりエッジ

立ち下がりエッジ

(4) パルス幅測定モード

カウントソースはタイマXカウントソース選択ビット（002716

番地）によりXINの8分周、32分周、128分周、256分周したもの

より選択できます。

　タイマXはP65/CNTR0の入力レベルがCNTR0極性切り替

えビット（002616番地）で選択された極性と一致している間ダウ

ンカウントします。

この他は、タイマモードと同じ動作をします。

この時P65/CNTR0は入力ポートに設定されている必要があ

ります。

なお、CNTR0極性切り替えビット（002616番地）の設定は

CNTR0割り込み極性も影響を受けます。パルス周期測定モー

ドおよびパルス幅測定モード使用中にCNTR0極性の設定を

変更すると誤ってカウントする場合があります。後述のCNTR1

極性切り替えビット（002716番地）も同様です。

図23.　タイマX二相パルス処理モード時のタイミングチャート
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�タイマY

タイマYは16ビットタイマであり、タイマYモードレジスタによ

り4つの動作モードを選択することができます。データ書き込み

は、ラッチ及びタイマ同時書き込みになっており、タイマYレジ

スタに値を書き込むとタイマとタイマラッチの両方に同時に値

が設定されます。

図24.　タイマYモードレジスタ

(1) タイマモード

　タイマYのカウントソースはタイマYモードレジスタのタイマ
Yカウントソース選択ビット（002716番地）により、XINの4分周、

16分周、64分周、128分周したものより選択できます。

タイマYはカウントダウン方式のタイマとして動作します。タ

イマYアンダーフローすると、タイマY割り込み要求ビットが"1"

にセットされ、タイマYラッチの値がタイマYにリロードされ、カウ

ントし続けます。

(2) パルス周期測定モード

CNTR1端子入力の立ち上がり／立ち下がりでCNTR1割り

込み要求が“1”にセットされ、タイマラッチの値がタイマYにリ

ロードされ、再びカウントを続けることがを除けば、タイマモード

と同じ動作をします。この時P66/CNTR1が入力ポートに設定さ

れている必要があります。CNTR1端子入力の立ち上がり／立

ち下がり時のリロード直前のタイマ値はリロード後一度読み出

されるまで保持されます。なお、CNTR1端子入力の立ち上がり

／立ち下がりタイミングはCNTR1割り込みで知ることができま

す。パルス周期の極性はCNTR1極性切り替えビット（002716

番地）で設定できます。

(3) イベントカウンタモード

カウントソースがＰ66／ＣＮＴＲ１端子入力であり、ダウンカウン

トタイマとして作動します。

カウントの極性はタイマYモードレジスタのＣＮＴＲ１極性切り

替えビット（002716番地）にて切り替えができます。この他はタ

イマモードと同じ動作をします。

この時、Ｐ66／ＣＮＴＲ１は入力ポートに設定されている必要が

あります。

(４) パルス幅HL連続測定モード

カウントソースはタイマモードと同じです。

ＣＮＴＲ１端子入力の立ち上がり、立ち下がりともに割り込み要

求が発生することを除けば、タイマＹのパルス周期測定モード

と同じ動作をします。

タイマYモードレジスタ(002716番地)

タイマXカウントソース選択ビット

   b1   b0                   

　0　 0：f(XIN)/8

　0 　1：f(XIN)/32

　1　 0：f(XIN)/128

　1　 1：f(XIN)/256

タイマYカウントソース選択ビット

   b3   b2

　0　 0：f(XIN)/4

　0 　1：f(XIN)/16

　1　 0：f(XIN)/64

　1　 1：f(XIN)/128

タイマY動作モードビット

   b5   b4

　0　  0：タイマモード

　0　  1：パルス周期測定モード

　1　  0：イベントカウンタモード

　1　  1：H/L パルス幅測定モード

CNTR1極性切替ビット

　0：イベントカウンタモード時：立ち上がりエッジアクティブ

         割り込み要求発生時  ：立ち下がりエッジアクティブ

　　  パルス周期測定モード時：立ち下がりエッジアクティブ

　1：イベントカウンタモード時：立ち下がりエッジアクティブ

         割り込み要求発生時：立ち上がりエッジアクティブ

　　  パルス周期測定モード時：立ち上がりエッジアクティブ

タイマYカウント停止ビット

　0：カウント開始

　1：カウント停止

b7

TYM

b0
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�タイマ１、タイマ２、タイマ３

タイマ１～３は８ビットのタイマでタイマ１２３モードレジスタ

(002116番地)により、カウントソースの選択などができます。

なお、カウントソースを切り替えるときにはタイマラッチの値

は変化しませんが、タイマの値が不正になる場合がありますの

で再設定してください。

�タイマ１

　タイマ１のカウントソースは、タイマ１２３モードレジスタ

(002116番地)により、XINの2分周、16分周、64分周、256分周

から選択できます。タイマ１はカウントダウンタイマとして動作

し、アンダーフローが発生するとタイマ１割り込み要求が”１”に

セットされます。この時タイマラッチの値がタイマにリロードさ

れ、カウントダウンを続けます。

図25.　タイマ123ブロック図

�タイマ２

タイマ２はタイマ１２３モードレジスタ(002116番地)の設定に

よって、カウントソースとしてタイマ１のアンダーフロー出力また

はXINの分周回路出力を選択できます。その他の動作はタイマ

１と同じです。

　また、タイマ２データ書き込み制御ビット(002116番地)でタイ

マ２ラッチのみへの書き込みまたはタイマ２ラッチおよびタイマ

２への書き込みを選択できます。

�タイマ３

タイマ３はデータ書き込み制御できない事を除いてタイマ２

と同じ動作をします。

1/2

T123M7,6

P67

/PWM

T123M0

タイマ3割り込み要求

タイマ2割り込み要求

タイマ1割り込み要求

S

R
Q

タイマ2 ラッチ (8)

S

R

T123M4

T123M1

P67

 データラッチ

T123M1

T123M1T123M3

XIN

"1"

"0"

"0"

"1"

"1"
"0"

"0" "1"

QT
S

Q

タイマ1 ラッチ (8)"00"

"01"

"10"

"11"

 タイマ1 (8)

タイマ3 ラッチ (8)

1/16

1/2

1/64

1/256

タイマ2 (8)

タイマ3 (8)



7632グループ

Rev.2.00    2003.10.30    page 29 of 64

図26.　タイマ123モードレジスタ

�PWM

PWM出力許可ビット(002116番地)を”１”にセットすることに

より、タイマ２、タイマ３はP67/PWM端子よりPWM波形を出力

できます。

PWM波形出力の極性はPWM極性選択ビット(002116番地)

にて設定できます。PWM極性選択ビット(002116番地)を”0”に

設定した場合は、PWMのHレベル出力期間をタイマ2がカウン

トダウンし、タイマ２のアンダーフローにより続くPWMのLレベ

ル出力期間をタイマ3がカウントダウンし、タイマ３のアンダー

フローによりPWMのHレベル出力に戻ります。タイマ２がPWM

波形期間を出力制御中の時はタイマ３は停止しています。逆

に、タイマ３が出力制御している間はタイマ２は停止しています。

PWM波形の周期は通常のタイマ2、タイマ3の動作同様にカ

ウントソースとしてタイマ1のアンダーフロー出力またはXINの

分周回路出力か選択できます。

なお、ＰＷＭ波形出力時にはP67/PWMを出力ポートに設定し

て使用して下さい。

タイマ123モードレジスタ(002116番地)
T123M

b7                                　  b0

b7  b6

PWM極性選択ビット
　0：Hレベル出力から開始
　1：Lレベル出力から開始

PWM出力許可ビット
　0：PWM 出力禁止
　1：PWM 出力許可

タイマ2データ書き込み制御ビット
　0：ラッチ・タイマともに書き込み
　1：ラッチのみに書き込み

タイマ2カウントソース選択ビット
　0：タイマ1のアンダーフロー信号
　1：XIN分周回路出力信号

タイマ3カウントソース選択ビット
　0：タイマ1のアンダーフロー信号
　1：XIN分周回路出力信号

使用しない(読み出し時"0"、"1"の書き込み禁止。)

タイマ１２３XIN分周比選択ビット

　0　0：f(XIN)/2
　0　1：f(XIN)/16
　1　0：f(XIN)/64
　1　1：f(XIN)/256

0

PWM設定時は、以下の手順に従って下さい。

　（１）割り込み禁止

　（２）タイマ１２３モードレジスタ設定

　　　PWM出力禁止、ラッチ・タイマともに書き込み、

　      分周比f(XIN)/256に設定して下さい。

　（３）T２設定（”１”以上）

　（４）T３設定（”１”以上）

　（５）タイマ１２３モードレジスタ設定

　　　PWM出力許可、T2ラッチのみに書き込み、に設定して

　　　下さい。

　（６）割り込み許可
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USART

　7632グループはUSARTを２本持ち、 UARTモードレジスタ

(U1MOD,U2MOD) により、シリアルI/O (クロック同期形)又は

UARTを選択することができます。

図27.　シリアルI/Oブロック図

　送受信動作を行うときに外部クロックを選択した場合、外

部クロック入力にて送受信を行います。外部クロックの８サイ

クル後に割り込み要求ビットが "1" にセットされます。外部ク

ロック選択時は８サイクルで停止させるように制御する必要

があり、SOUTはハイインピータンス出力になりません。

　シリアルI/OはP80 ～ P83, P84 ～ P87をシリアルI/O機能と

して使用するか、又はCMOS入出力ポートとして使用するか

はシリアルI/O制御レジスタ(SIOCON1,SIOCON2)のビット

3,4にて確定します。

　その他の動作、タイミング各設定については図28シリアル

I/O動作タイミング図および図29シリアルI/O制御レジスタを

参照して下さい。

SIOCON 4

P83,P87 データラッチ

SIOCON 3

P82,P86 データラッチ

SIOCON 3

P81,P85 データラッチ

SIOCON 3

P80,P84 データラッチ

SIOCON 6

SI/O割り込み

SIOCON2,1,0
XIN

P82/SCLK1,P86/SCLK2  

P81/SOUT1,P85/SOUT2

P80/SIN1,P84/SIN2

P83/SRDY1,P87/SRDY2  

"0"
"1"

"0"
"1"

"0"
"1"

"0"
"1"

"0"
"1"

XIN分周器回路

シリアルI/Oレジスタ(8)

シリアルI/Oカウンタ(3)

同期回路

データバス

SIOCON6="1"

シリアルI/O

シリアルI/Oは８ビット全二重通信が可能です。

クロックは内部クロックまたは外部クロックを選択できます。

（１）　シリアルI/Oの動作

　内部クロックを選択した場合は、シリアルI/O制御レジスタ

(SIOCON1,SIOCON2)のビット0～2にて転送速度を設定でき

ます。送受信の開始は送受信バッファレジスタへの書き込み信

号により行われます。８ビットの送信が完了するとSOUTはハイイ

ンピータンス出力になります。また送受信完了後、割り込み要求

ビットが "1" にセットされます。（図28参照）
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図29.　シリアルI/O制御レジスタ

図28.　シリアルI/O動作タイミング図

シリアルI/O1制御レジスタ（001B6番地）

シリアルI/O2制御レジスタ（007B16番地）　                         

SIOCON1,  SIOCON2

b7    　　　　　　　　　　　           b0

内部同期クロック選択ビット

　b2 b1 b0

　0　0　0：f(XIN)/8

　0　0　1：f(XIN)/16

　0　1　0：f(XIN)/32

　0　1　1：f(XIN)/64

　1　0　0：f(XIN)/128

　1　0　1：f(XIN)/256

　1　1　0：f(XIN)/512

　1　1　1：f(XIN)/1024

P80/SIN1,P84/SIN2,P81/SOUT1,P85/SOUT2 および P82/SCLK1,P86/SCLK2選択ビット 

　0：入出力ポート

　1：SI/O機能

P83/SRDY1,P87/SRDY2 選択ビット

　0：入出力ポート

　1：SI/O機能

転送方向選択ビット 　

　0：LSBファースト

　1：MSBファースト

同期クロック選択ビット 　

　0：外部クロック

　1：内部クロック

使用しない(読み出し時"0"、"1"の書き込み禁止。)

0

注．転送終了後ハイインピーダンス状態になります。

転送クロック

シリアルI/O出力  SOUT

シリアルI/O入力  SIN

受信可能信号SRDY

シリアルI/Oレジスタ
書き込み信号

シリアルI/O割り込み要求ビット="1"

同期クロック

D7D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7
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ＵＡＲＴ

　ＵＡＲＴは非同期送受信を行えます。動作クロック分周器と同

機能のボーレート発生専用タイマ（ボーレートジェネレータ）を

備えています。

　このマイクロコンピュータはシリアルデータの送信、受信を

行う送信シフトレジスタ、受信シフトレジスタにそれぞれのバッ

ファレジスタ（上位下位の２バイト）を持っています。シフトレジス

タは直接読み書きすることができませんので、送信データの書

き込み、受信データの読み出しはそれぞれのバッファレジスタ

に対して行います。また、これらのバッファレジスタによって次

に送信すべきデータを書き込んでおいたり、２バイトの受信デー

タを連続して受信することができます。

(1)　 UARTの動作

　送信と受信動作はUART制御レジスタ（UCON1,UCON2)

の送信または受信許可ビットを許可に設定して行えます。

この送受信ボーレートは次の式にて求めることができます。

            B= f(XIN) / {16・P(N+1)}

　　　　  P:　UMODのビット1～2の分周比

　　　　  N:　ボーレートジェネレータの設定値

　送信用ハンドシェイクは P82/UCTS1 および P83/URTS1 又は

P86/UCTS2 および P87/URTS2にて行うことができます。

　送信を有効にした状態（送信許可）でUCTS1 又はUCTS2 が

"L"入力されると、送信を開始します。連結送信等の場合は、

UCTS1又はUCTS2の入力レベルと送信許可ビットの状態に依

存して送信をします。

　URTS1 およびURTS2 出力条件を表７に示します。　

受信エラーフラグ

UMOD2,1

       1 カウンタ

UART制御レジスタ

送信制御回路

受信制御回路

カウンタ

P81/UTXD1,P8

UCON4

5/UTXD2

P82/UCTS1,P86/UCTS2

P83/URTS1,P87/URTS2

P80/URXD1,P84/URXD2

送信割り込み要求

受信バッファレジスタフルフラグ

A-送信シフトレジスタエンプティ割り込み要求

B-送信バッファレジスタエンプティ割り込み要求

C-受信エラー割り込み要求

D-受信バッファレジスタフル割り込み要求

受信割り込み要求

B

A

送信バッファレジスタエンプティフラグ

送信シフトレジスタエンプティフラグ

UARTモードレジスタ

データバス

データバス

UMOD7,6

UMOD7,6

1/2

1/16

XIN "00"

"01"

1/64

1/512

"10"

"11" UMOD5,4,3

UARTステータスレジスタ 送信バッファレジスタ1(下位,8)

送信バッファレジスタ2(上位,1)
"1"

"0"

送信シフトレジスタ(9)

受信シフトレジスタ(9)

受信バッファレジスタ1(下位,8)

受信バッファレジスタ2(上位,1)

C

D

ボーレートジェネレータ(8)

16(N+1)

図30.　UARTブロック図

　７ビット動作の場合、下位送受信バッファレジスタの下位７

ビットを使用します。上位１ビットと上位送受信バッファレジス

タは無視されます。

　８ビット動作の場合、上位送受信バッファレジスタは無視さ

れます。

　９ビット動作の場合、下位送受信バッファレジスタと上位送

受信バッファレジスタのビット０を使用します。

　また、ボーレートジェネレータ、送信シフトレジスタエンプ

ティフラグ、および送信バッファレジスタエンプティフラグは

リセットにて初期化されません。
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外部RESET入力によりマイコンがリセットされた場合

　　　　　　  　P83/URTS1,  P87/URTS2

　　　　　　　"L"出力

     　　　　　 "H"出力

注．マイコンが初期化されるとURTS1出力端子はCMOS入力ポート(P83)に、URTS2出力端子はCMOS入力ポート(P87)に

　なります。したがって,URTS1およびURTS2が”Ｈ”になりマイコンから出力されることはありません。

表7.　URTS出力条件

条　　　　　件

受信許可ビット＝”１”に設定した場合

受信許可で受信完了した場合

スタートビットを検出した場合

受信開始前に受信許可ビットを＝”０”とした場合

受信初期化ビット＝”１”に設定した場合
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図31.　UARTモードレジスタ

図32.　UART制御レジスタ

UART1モードレジスタ(002816番地),UART2モードレジスタ(003016番地)

U1MOD,U2MOD

SIO/UART選択ビット

　0：UART

　1：SIO

カウントソース選択ビット

  b2　b1

  b7　b6

　0　0：f(XIN)/2

　0　1：f(XIN)/16

　1　0：f(XIN)/64

　1　1：f(XIN)/512

ストップビット選択ビット

　0：1ストップビット

　1：2ストップビット

パリティ選択ビット

　0：偶数パリティ

　1：奇数パリティ

パリティ有効ビット

　0：パリティ無効

　1：パリティ有効

UARTキャラクタ長選択ビット

　0　0：7ビットキャラクタ

　0　1：8ビットキャラクタ

　1　0：9ビットキャラクタ

　1　1：使用しない(書き込み禁止)

b7 b0

UART1制御レジスタ(002A16番地),UART2制御レジスタ(003216番地)

送信許可ビット

　0：送信禁止

　1：送信許可

受信許可ビット

　0：受信禁止

　1：受信許可

送信初期化ビット

　0：何もしない

　1：送信バッファレジスタエンプティフラグと送信シフトレジスタ

　      エンプティフラグおよび送信許可ビットの初期化

受信初期化ビット

　0：何もしない

　1：受信バッファレジスタフルフラグと受信許可ビットの初期化

送信割り込み選択ビット

　0：送信シフトレジスタエンプティ割り込み

　1：送信バッファレジスタエンプティ割り込み

CTS/RTS機能選択ビット

　0：入出力ポート機能

　1：CTS/RTS機能

使用しない(読み出し時"0","1"の書き込み禁止)

U1CON,U2CON

b7 b0

　（注）

　（注）

　注．初期化後、自動的にクリアされます。

0 0
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図33.　UARTステータスレジスタ

UART1ステータスレジスタ(002B16番地),UART2ステータスレジスタ(003316番地)

U1STS,U2STS

送信シフトレジスタエンプティフラグ

　0：レジスタフル状態

　1：レジスタエンプティ状態

送信バッファレジスタエンプティフラグ

　0：バッファフル状態

　1：バッファエンプティ状態

受信バッファレジスタフルフラグ

　0：バッファエンプティ状態

　1：バッファフル状態

受信パリティエラーフラグ

　0：受信パリティエラー無し

　1：受信パリティエラー有り

受信フレーミングエラーフラグ

　0：受信フレーミングエラー無し

　1：受信フレーミングエラー有り

受信オーバーランフラグ

　0：オーバーラン無し

　1：オーバーラン有り

受信エラーサムフラグ

　0：受信エラー無し

　1：受信エラー有り

使用しない(読み出し時"0","1"の書き込み禁止）

注．このレジスタは、読み出しのみです。
　    一度読み出した後、ビット3～6は自動的にクリアされます。　；書き込みは禁止

b7 b0

0
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CANコントローラ

　7632グループのCAN(Controller Area Network)コントローラ

はCAN2.0B仕様に対応しており、標準（11ビット)IDentifier（以下

ＩＤと略す）と拡張（29ビット)IDの両フォーマットの送受信が可能

プロトコル

コントローラ

アクセプタンス
フィルタ

送信バッファ ASU

ウェイクアップ

ロジック

CANウェイクアップ

　　　割り込み

データバス

データバス

P41/CTX

P42/CRX

CAN送信完了割り込み

CANエラーパッシブ割り込み

CANバスオフ割り込み

CAN受信完了割り込み

CANオーバーラン割り込み

4

受信バッファ1

受信バッファ2

ドミナントレベル CAN送信制御 バスタイミング アクセプタンス アクセプタンス バスタイミングCAN受信制御 CAN送信アボート

極性制御レジスタ レジスタ 制御レジスタ1 マスクレジスタ コードレジスタ 制御レジスタ2レジスタ 制御レジスタ

図34.　CANコントローラブロック図

　　　

　CANプロトコル

(1)プロトコルメッセージ

　　CANプロトコルにて取り扱うメッセージには

　　・データフレーム

　　・リモートフレーム

　　・エラーフレーム

　　・オーバーロードフレーム

の４種類があります。データフレームおよびリモートフレーム

にはID(IDentifier)と呼ばれる識別子が含まれています。IDには

11ビットの標準IDと、29(11+18)ビットの拡張IDという２種類

のフレームフォーマットがあります。また、各フレームの区切

りには、必ずインターフレームスペースが入ります。

（図35,36参照）

(2)アービトレーション

　CANプロトコルはマルチマスタ通信に対応します。CAN

バス上に接続された複数ノードが同時に送信を開始した場合

はアービトレーションを行います。

　アービトレーションはアービトレーションフィールドに対

して行われます。CANバス上ではドミナントレベルがレセシ

ブレベルより強くなります。

アービトレーションフィールドでは、送信ノードは自己の出

力したレベルとCANバス上のレベルを比較し、その結果が一

致している限り送信を続けます。

　アービトレーションに負けた送信ノードはアービトレー

ションに残ったノードの送信終了後に再送信を行います。

(3)ビットスタッフ

　同一レベルを５ビット以上連続して送信した場合は、１

ビットの反転データを自動的に付加送信して再同期をとりま

す。なお、受信ノードは付加されたスタッフビットを除いた

データを受信データとしてバッファに格納します。

です。

　図34にCANコントローラブロック図を示します。なお、

CANバスドライバ／レシーバは外付けして下さい。
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図35.　CANプロトコルフレーム１

データフレーム

リモートフレーム

標準IDフォーマット

    (11ビット)

DLC3…
    DLC0   CRC

(15ビット)

   CRC

デリミタ

ACK

   ACK

デリミタ

   EOF
(7ﾋﾞｯﾄ)

アービトレーション

　　フィールド コントロールフィールド

 
データフィールド CRCフィールド

ACK

フィールド

インターフレーム

スペース

インターフレームスペース

またはオーバーロードフレーム

R

D

　注１．エラーアクティブステートのノードは、連続した６ビットのドミナントレベルのエラーフラグを出力します。　
　　　　エラーパッシブステートのノードは、連続した６ビットのレセシブレベルのエラーフラグを出力します。

　注２．あるノードが検出したエラーフラグにより、そのノードはスタッフエラーを検知し、エラーフレームを送出します。
　　　　エラーフラグは６～１２ビットの値をとります。
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オーバーロードフレーム

　オーバーロードフレームは、受信未完了ノードもしくはインターミッション中のビットエラーを検出したノードが送出します。

　オーバロードフラグは連続した6ビットのドミナントレベルで構成されます。

　注．インターミッション中にオーバーロードフラグを検出したノードはオーバーロードフラグを送出します。したがって、

　　　オーバーロードフラグは ６～１２ビットの値をとります。

インターフレームスペース

　サスペンドトランスミッション中にドミナントレベルを検出したエラーパッシブノードは受信ノードになります。　

R

D

インターフレームスペース又は

オーバーロードフレーム

EOF、エラーデリミタ又は

オーバーロードデリミタ

オーバーロード

フラグ
（6ビット）

オーバーロード

フラグ(注１）
(0～6ビット)

オーバーロード

デリミタ
　(8ビット)

オーバーロードフレーム

インター

ミッション
（3ビット）

R

D

エラーパッシブステートノード

サスペンド

トランスミッション
（8ビット）

各フレーム バスアイドル
 （0～nビット)

インターフレームスペース

各フレーム

エラーアクティブステートノード

各フレーム インター

ミッション
（3ビット）

バスアイドル
 （0～nビット）

インターフレームスペース

R

D

各フレーム

図37.　CANコントローラのエラーステート

図36.　CANプロトコルフレーム２

TEC≦128かつ
TEC=0,REC=0に初期化

REC≦128

TEC>127または

REC>127

TEC>255

CANコントローラ初期化又は連続した11

ビットのレセシブビットを128回検出

　エラー

アクティブ

ステート

  エラー
パッシブ

ステート

バスオフ

ステート

TEC : 送信エラーカウンタ

REC : 受信エラーカウンタ

(4)エラーステートとエラー検出

　CANコントローラは送信エラーカウンタ(TEC)と受信エラー

カウンタ(REC)の値により３つのエラーステート

・エラーアクティブステート

・エラーパッシブステート

・バスオフステート

のいずれかの状態となります。また、割り込みにてエラーパッ

シブ、バスオフに遷移したことを検出できます。（図37参照）

　エラー検出はビットエラー、スタッフエラー、CRCエラー、

ACKエラー、フォームエラーに対して行います。

　エラー検出時、エラー検出ノードはエラーステートとエラー

検出内容に応じてエラーフレームを送出します。
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CANコントローラシステムクロックの設定

　CANコントローラは、専用のCANコントローラシステム

クロック分周器を持っています。分周比の設定はCANバス

ビットタイミング制御レジスタ１(004116番地)のビット0～3

により行います。

　CANコントローラシステムクロック（fCANB）は次のよう

に表されます。

                         fCANB = f(XIN)／2(P+1)

　　　　　　　　　　Ｐ：CBTCON1のビット0～3の設定値

CANバスビットタイミングの設定

　CANバスのビットタイミングは以下の４つのセグメントで

構成されています。

　・シンクロナイゼーションセグメント(SS)

　　　SSはビットの立ち下がりエッジをモニタして同期化

　　に使用するセグメントです。

　・プロパゲーションタイムセグメント(PTS)

　　　PTSはCANネットワーク上の物理的な遅延を吸収する

　　セグメントです。ネットワーク上の物理的な遅延はCAN

　　バス上の遅延、入力コンパレータ遅延、および出力ドラ

　　イバ遅延の総和の２倍になります。

　・フェーズバッファセグメント１(PBS1)

　　　PBS1は１ビットタイムのフェーズエラーを補償する

　　ためのセグメントです。ビットの立ち下がりエッジが期

　　待値より遅い場合は、最大SJW設定値分だけ長くなりま

　　す。

　・フェーズバッファセグメント２(PBS2)

　　　PBS2はPBS1と同様な機能を持つセグメントです。

　　ビットの立ち下がりエッジが期待値より早い場合は、

　　最大SJW設定値分だけ短くなります。

図38.　ビットタイミング

SS PBS1 PBS2

ビットタイム

サンプルポイント

PTS

ビットタイム＝8～25Tq 

SS ＝1Tq

PTS＝1～8Tq 

PBS1＝2～8Tq 

PBS2＝2～8Tq 

SJW=1～4Tq 　(reSynchronization Jump Widthの略)

（PBS1とPBS2の設定条件）

PBS1≧PBS2
PBS1≧SJW
SJW=1の時：PBS2≧ 2
2≦SJW≦4の時：PBS2≧SJW
    

SJW SJW

（各セグメントの設定範囲）

　伝送速度500kbpsを実現する場合の例

　　XIN=10MHZ, P=0,１ビットタイム=10Tq

　に設定すると,

fCANB=5MHz,Tq=200ns,

　　　１ビットタイム＝10×Tq＝2μs

　となり、伝送速度は500kbpsとなります。
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図39.　CAN送信制御レジスタ

図40.　CAN受信制御レジスタ

CAN送信制御レジスタ(004016番地）

スリープ制御ビット

　０：CANコントローラノーマルモード

　１：CANコントローラスリープモード

リセット/コンフィグレーション制御ビット

　０：CANコントローラノーマルモード

　１：CANコントローラコンフィグレーションモード

　　（書き込み時、CANコントローラが初期化）

P41/CTX機能制御ビット

　０：P41機能（入出力ポート）

　１：CTX機能（CAN）

送信制御ビット（注）

　０：送信要求なし

　１：送信要求あり

　　（"0"書き込み無効）

使用しない（読み出し時"0"、"1"書き込み禁止。）

送信バッファ制御ビット（注）

　０：CPUアクセス可

　１：CPUアクセス不可

　　（CTRM3="1"の時"0"書き込み無効）

使用しない（読み出し時"0"、"1"書き込み禁止。）

送信ステータス（読み出し専用）

　０：CANコントローラアイドル又は受信中

　１：CANコントローラ送信中

b7 b0

CTRM

注．送信が終了すると、自動的にクリアされます。

0 0

CAN受信制御レジスタ(004D16番地)

CREC

受信バッファ制御ビット（注）

　０：受信バッファエンプティ

　１：受信バッファフル

　　（"1"書き込み無効）

受信ステータスビット（読み出し専用）

　０：CANコントローラアイドル又は送信中

　１：CANコントローラ受信中

使用しない（読み出し時"0"、"1"書き込み禁止。）

自己送信データ受信無効ビット

　０：自己送信データ受信有効

　１：自己送信データ受信無効

使用しない（読み出し時"0"、"1"書き込み禁止。）

b7 b0

注．受信後、このビットをクリアすることによって受信バッファエンプティに切り替えることができます。

0 0 0 0 0
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　図41.　CAN送信アボートレジスタ

図42.　CANバスタイミング制御レジスタ1

CAN送信アボートレジスタ(004E16番地）

CABORT

送信アボート制御ビット（注）

　０：送信アボート要求なし

　１：送信アボート要求あり

  b7                                                 

  
b0

注．送信アボート後、自動的にクリアされます。

使用しない（"1"書き込み禁止、読み出し時"0"）

0 0 0 0 0 0 0

CANバスタイミング制御レジスタ1（004116番地）（注）

b7 b0

b3 b2 b1 b0

b7 b6 b5

CANシステムクロック選択ビット

　0 0 0 0：f(XIN)/2

　0 0 0 1：f(XIN)/4

　0 0 1 0：f(XIN)/6

            ･････

　1 1 1 0：f(XIN)/30

　1 1 1 1：f(XIN)/32

サンプリング制御ビット

　0：１回サンプル

　1：３回サンプル

PTS制御ビット

　0 0 0：1Tq

　0 0 1：2Tq

            ･････

　1 1 0：7Tq

　1 1 1：8Tq

CBTCON1

注1．コンフィグレーションモード時のみ読み込みおよび書き込み可能です。

         ノーマルモード時は読み込み可能ですが、書き込み禁止です。

CANバスタイミング制御レジスタ2（004216番地）（注１）

b7 b0

b2 b1 b0

b5 b4 b3

b7 b6

PBS1 制御ビット

　0 0 0：1Tq（使用しない（注２））

　0 0 1：2Tq

            ･････

　1 1 0：7Tq

　1 1 1：8Tq

PBS2 制御ビット

　0 0 0：1Tq（使用しない（注2））

　0 0 1：2Tq

            ･････

　1 1 0：7Tq

　1 1 1：8Tq

SJW制御ビット

　0 0：1Tq

　0 1：2Tq

　1 0：3Tq

　1 1：4Tq

CBTCON2

注１．コンフィグレーションモード時のみ読み込みおよび書き込み可能です。
　　　ノーマルモード時は読み込み可能ですが、書き込み禁止です。

注２．図38 ビットタイミングを参照して下さい。

図43.　CANバスタイミング制御レジスタ2
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図44.　CANマスク／コードレジスタ

アクセプタンスフィルタを使用するIDビットを選択する。

アクセプタンス

コードレジスタ

レジスタ名

CSID10 CSID9 CSID8 CSID7 CSID6

CSID5 CSID4 CSID3 CSID2 CSID1 CSID0

CEID17 CEID16 CEID15 CEID14

CEID13 CEID12 CEID11 CEID10 CEID9 CEID8 CEID7 CEID6

CEID5 CEID4 CEID3 CEID2 CEID1 CEID0

CAC0

CAC1

CAC2

CAC3

CAC4

b7 b0

b7 b0

0：マスクIDビット

1：アクセプタンスフィルタ使用IDビット

アクセプタンス

マスクレジスタ
MSID10 MSID9 MSID8 MSID7 MSID6

MSID5 MSID4 MSID3 MSID2 MSID1 MSID0

MEID17 MEID16 MEID15 MEID14

MEID13 MEID12 MEID11 MEID10 MEID9 MEID8 MEID7 MEID6

MEID5 MEID4 MEID3 MEID2 MEID1 MEID0

CAM0

CAM1

CAM2

CAM3

CAM4

アドレス

004316番地

004416番地

004516番地

004616番地

004716番地

004816番地

004916番地

004A16番地

004B16番地

004C16番地

未使用 未使用 未使用

未使用 未使用

未使用 未使用 未使用 未使用

未使用 未使用

未使用 未使用 未使用

未使用 未使用

未使用 未使用 未使用 未使用

未使用 未使用

注1．コンフィグレーションモード時のみ読み込みおよび書き込み可能です。
　　  ノーマルモード時は読み込みおよび書き込み禁止です。

図45.　CAN送信受信バッファレジスタ

SID10 SID9 SID8 SID7 SID6

SID5 SID4 SID3 SID2 SID1 SID0 RTR/SRR IDE

データバイト０

データバイト１

データバイト２

データバイト３

データバイト４

データバイト５

データバイト６

データバイト７

EID17 EID16 EID15 EID14

EID13 EID12 EID11 EID10 EID9 EID8 EID7 EID6

EID5 EID4 EID3 EID2 EID1 EID0 RTR r1

レジスタ名 オフセット

CTB0,CRB0

CTB1,CRB1

CTB2,CRB2

CTB3,CRB3

CTB4,CRB4

CTB5,CRB5

CTB6,CRB6

CTB7,CRB7

CTB8,CRB8

CTB9,CRB9

CTBC,CRBC

CTBD,CRBD

000016

000216

000316

000416

000516

000616

000716

000816

000916

000A16

000B16

000C16

000D16

 

 

　　実アドレスの算出方法

T×Dﾊﾞｯﾌｧｱﾄﾞﾚｽ＝005016＋ｵﾌｾｯﾄ

R×Dﾊﾞｯﾌｧｱﾄﾞﾚｽ＝006016＋ｵﾌｾｯﾄ

000116

未使用 未使用 未使用

未使用 未使用 未使用 未使用

3 2 1 0DLC DLC DLC DLCr0未使用 未使用 未使用

CTBA,CRBA

CTBB,CRBB

注．ノーマルモード時のみ読み込みおよび書き込み可能です。

b7 b0



7632グループ

Rev.2.00    2003.10.30    page 43 of 64

アクセプタンスフィルタサポートユニット（ASU）

　アクセプタンスフィルタサポートユニットは、受信 ID の

有効、無効をテーブル検索で判断する機能です。まず受信す

る ID をデータテーブルに登録し、受信した ID をCANアク

セプタンスフィルタサポートレジスタに格納し、その後デ

コードされた受信 ID を使用してテーブル検索を行います。

このアクセプタンスフィルタユニットは、標準フレームの

ID に対してのみ使用することができます。

　アクセプタンスフィルタサポートユニットは、以下のような

場合に有効です。

　・アクセプタンスフィルタにて受信する ID にマスクをかけ

      ることができない場合

      （例：受信する ID 　07816, 08716, 11116）

　・受信する ID が非常に多く、ソフトウェアでフィルタリン

      グすると時間がかかる場合

　ライトレジスタには受信バッファの最初の２バイトを書き込

みます。この２バイトは受信メッセージの標準 ID 以外の制御

ビットを含みますが、ASUには標準IDのみ書き込まれます。

図46.　ASUレジスタ

表8.　３ビットから８ビットへの変換表

Map:

レジスタ名

未使用 未使用 未使用 SID10 SID9 SID8 SID7 SID6

SID5 SID4 SID3 SID2 SID1 SID0

ASID

CSID

アドレス

007016番地

007116番地

Map:

レジスタ名

SID7 SID6 SID5 SID4 SID3

CSID7 CSID6 CSID5 CSID4 CSID3 CSID2

ASID

CSID

アドレス

007016番地

007116番地

SID10 SID9 SID8

CSID1 CSID0

ASUレジスタ（書き込み時）

ASUレジスタ（読み込み時）

未使用 未使用

b7 b0

b7 b0

3ビット 8ビット

　2　　1　　0　　7　　6　　5　　4　　3　　2　　1　　0

　0　　0　　0　　0　　0　　0　　0　　0　　0　　0　　1

　0　　0　　1　　0　　0　　0　　0　　0　　0　　1　　0

　1　　1　　1　　1　　0　　0　　0　　0　　0　　0　　0

○

○

○

　ASUレジスタ読み出し時は、同一アドレスから図46に示す

変換された ID が読み出されます。ASUリードレジスタの８

ビットのCSIDはSID2～SID0の３ビットを表８のように変換

したものです。



7632グループ

Rev.2.00    2003.10.30    page 44 of 64

A-D変換器

�【A-D変換レジスタ】AD(001C16番地)

　A-D変換結果が格納される読み出し専用のレジスタです。A-D

変換中にこのレジスタを読み出さないで下さい。

　

�【A-D制御レジスタ】ADCON(001D16番地)

　A-D変換器の制御を行うためのレジスタです。ビット2～ビット

0はアナログ入力端子選択ビットです。ビット4はA-D変換終了

ビットで、A-D変換中は“0”、A-D変換が終了すると“1”になりま

す。このビットに“0”を書き込むことによりA-D変換が開始されま

す。

�

【比較電圧発生器】

　AVSSとVREFの間の電圧を256分割し分圧を出力します。

A-D変換未使用時はVREF入力スイッチビット（A-D制御レジスタ

ビット5）により比較電圧発生器の消費電圧を低減できます。

【チャネルセレクタ】

　ポートP77/AN7～P70/AN0より1本を選択し、コンパレータに入

力します。アナログ入力として選択するポートの方向レジスタを

入力にして下さい。

�

【コンパレータ及び制御回路】

　アナログ入力電圧と比較電圧の比較を行い、その結果をA-D

変換レジスタに格納します。また、A-D変換終了時にAD変換終了

ビット及びA-D割り込み要求ビットを“1”にセットします。コンパ

レータは容量結合で構成されていますので、A-D変換中はf(ＸIN)を

500kHz以上にしてください。

　

図47.　A-D変換器ブロック図

データバス

チ
ャ
ネ
ル
セ
レ
ク
タ

A-D制御回路

比較電圧発生器

コンパレータ

A-D割り込み要求

b7 b0

AD制御レジスタ

3

A-D変換レジスタ

P70/AN0

P71/AN1

P72/AN2

P73/AN3

P74/AN4

P75/AN5

P76/AN6

P77/AN7

VREF　AVSS
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図48.　A-D制御レジスタ

アナログ入力端子選択ビット

　000：P70/AN0

　001：P71/AN1

　010：P72/AN2

　011：P73/AN3

　100：P74/AN4

　101：P75/AN5

　110：P76/AN6

　111：P77/AN7

使用しない(読み出し時"0"、"1"の書き込み禁止)

AD変換終了ビット

　0：変換開始および変換中

　1：変換終了（"1"書き込み無効）

VREF入力スイッチビット

　0：オフ

    1：オン

使用しない(読み出し時"0"、"1"の書き込み禁止)

b7 b0

b2 b1 b0

A-D制御レジスタ(001D16)

(ADCON)
0 0 0
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ウオッチドッグタイマ

  ウォッチドッグタイマは、暴走などによりプログラムが正常な

ループを走らなかった場合に正常なルーチンに復帰させる手

段を与えるものです。

  ウォッチドッグタイマは７ビットのウォッチドッグタイマＨと、４

ビットのウォッチドッグタイマＬで構成されます。

●ウオッチドッグタイマの初期値

　リセット時又はウォッチドッグタイマレジスタのビット7（003

E16番地）への書き込み命令により、必ずウォッチドッグタイマＨ

は“7F16”に、ウォッチドッグタイマＬは“F16”にセットされます。書

き込みのための命令はＳＴＡ、ＬＤＭ、ＣＬＢ等書き込み信号が発生

する命令であれば、どんな命令でも使用できます。ウォッチドッ

グタイマＨのみではXINの65536サイクルに、ウォッチドッグタ

イマＨ，Ｌ両方を使用した場合はXINの1048576サイクルになり

ます。

●ウオッチドッグタイマの動作

　ウォッチドッグタイマはリセット解除後は停止しており、ウォッ

チドッグタイマレジスタのビット7への書き込み命令によりカウ

ントダウンを開始します。ウォッチドッグタイマＨが、アンダーフ

ローすると、ノンマスカブルなウォッチドッグタイマ割り込みが

発生します。

なお、ＳＴＰ命令が実行されるとクロックが停止してウォッチ

ドッグタイマも停止します。ストップモード解除と同時にカウン

トを再開します(注)。ＷＩＴ命令実行時はウォッチドッグタイマは

停止しません。

　注．STP命令解除の待ち時間の間もウォッチドッグタイマは

　　  カウントしますので、この間にウォッチドッグタイマＨがア

　　  ンダーフローしないように、STP命令直前に、ウォッチドッ

　　  グタイマ書き込みアクセスを行う等の処理をしておいて

　　  くだ さい。

図50.　ウオッチドッグタイマレジスタ

WDT7

WDT レジスタ(8)

WDT 割り込み要求

"F16" "7F16"

XIN
WDL カウンタ(4) WDH カウンタ(7)

"1"

"0"
1/512

図49.　ウオッチドッグタイマブロック図

ウォッチドッグタイマレジスタ(003E16番地)

使用しない（読み出し時不定）

Stop命令無効ビット

　0：STP命令許可

　1：STP命令のかわりに2NOP命令実行(注)

ウオッチドッグタイマHカウントソース選択ビット

　0：ウオッチドッグタイマLのアンダフロー

　1：f(XIN)/512

注．一度 "1" に設定するとリセット以外 "0" に設定できません。

b7 b0

WDT
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リセット回路

電源電圧が4.0～5.5Vにあり共振子が安定しているとき、ＲＥＳＥＴ

端子をXINの20サイクル以上“Ｌ”レベルに保った後“Ｈ”レベルに

戻すとリセットが解除され、FFFB16番地の内容を上位アドレス、

FFFA16番地の内容を下位アドレスとする番地からプログラムス

タートします。

　リセット入力電圧は、VCC=4.0Vを通過してからXINが20サイク

ル以上入力するまで0.2VCCV以下になるようにしてください。

�

図51.　リセット回路例

4.0V

0V

0V

電源電圧

電源投入

リセット
入力電圧

VCC

RESET

VSS

M51953AL

1

5

3

4

7632グループ

0.1μF

XIN(20サイクル以上)

0.2VCCV

RESET

内部
リセット

データ

アドレス

電源電圧

？ ？ ？ ？ FFFA FFFB

？

XIN

XIN（20サイクル）XIN（20サイクル以上） XIN（24サイクル)XIN（28～34サイクル)XIN（8192サイクル)
　(タイマ１、２）

ADH,L

？ オペコード？ ？ ？ ADL ADH

図52.　リセットシーケンス
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図53.　リセット時の内部状態

CPUモードレジスタ�

割り込み要求レジスタＡ�

割り込み要求レジスタＢ�

割り込み要求レジスタＣ�

割り込み制御レジスタＡ�

割り込み制御レジスタＢ�

割り込み制御レジスタＣ�

ポートP0

ポートP0方向レジスタ�

ポートP1

ポートP1方向レジスタ�

ポートP2

ポートP2方向レジスタ�

ポートP3

ポートP3方向レジスタ�

ポートP4

ポートP4方向レジスタ�

ポートP5

ポートP5方向レジスタ�

ポートP6

ポートP6方向レジスタ�

ポートP7

ポートP7方向レジスタ�

ポートP8

ポートP8方向レジスタ�

シリアルI/O1制御レジスタ�

A-D制御レジスタ�

タイマ1

タイマ2

タイマ3

タイマ123モードレジスタ�

タイマXL

タイマXH

タイマYL

タイマYH

タイマXモードレジスタ�

タイマYモードレジスタ�

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

(10)

(11)

(12)

(13)

(14)

(15)

(16)

(17)

(18)

(19)

(20)

(21)

(22)

(23)

(24)

(25)

(26)

(27)

(28)

(29)

(30)

(31)

(32)

(33)

(34)

(35)

(36)

(37)

注．上記以外のレジスタ及びRAMの内容はリセット時には不定ですので�、初期値をセットしてください。�

番地�

000016

000216

000316

000416

000516

000616

000716

000816

000916

000A16

000B16

000C16

000D16

000E16

000F16

001016

001116

001216

001316

001416

001516

001616

001716

001816

001916

001B16

001D16

001E16

001F16

002016

002116

002216

002316

002416

002516

002616

002716

レジスタ名� レジスタの内容�

4C16

0016

0016

0016

0016

0016

0016

0016

0016

0016

0016

0016

0016

0016

0016

0016

0016

0016

0016 

0016

0016

0016

0016

0016

0016

0016

1016

FF16

0116

FF16 

4016

FF16

FF16

FF16

FF16

0016

0016

UART1モードレジスタ�

UART1制御レジスタ�

UART1ステータスレジスタ�

UART2モードレジスタ�

UART2制御レジスタ�

UART2ステータスレジスタ�

ポート P0,P1,P2,P3 制御レジスタ�

ポート P4 プルアップ/ダウン制御レジスタ�

ポート P5 プルアップ/ダウン制御レジスタ�

ポート P6 プルアップ制御レジスタ�

ポート P7 プルアップ制御レジスタ�

ポート P8 プルアップ制御レジスタ�

ウォッチドッグタイマレジスタ�

極性制御レジスタ�

CANトランスミットレジスタ�

CANバスタイミング制御レジスタ1

CANバスタイミング制御レジスタ2

CAN受信レジスタ�

CAN送信アボートレジスタ�

シリアルI/O2制御レジスタ�

割り込み極性選択レジスタ�

プロセッサステータスレジスタ�

プログラムカウンタ(上位バイト)

プログラムカウンタ(下位バイト)

(38)

(39)

(40)

(41)

(37)

(38)

(39)

(40)

(41)

(42)

(43)

(44)

(45)

(46)

(47)

(48)

(49)

(50)

(51)

(52)

(53)

(54)

(55)

(56)

レジスタの内容�

002816

002A16

002B16

003016

003216

003316

003816

003916

003A16

003B16

003C16

003D16

003E16

003F16

004016

004116

004216

004D16

004E16

007B16

007D16

(PS)

(PCH)

(PCL)

番地�

0016

0016

0316

0016

0016

0316

0016

0016

0016

0016 

0016

0016

3F16 

0016

0216 

0016

0016

0016 

0016 

0016 

0016

0416

レジスタ名�

FFFB16の内容�

FFFA16の内容�
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クロック発生回路

ＸIN端子とＸOUT端子の間に共振子及び帰還抵抗を接続すること

により、発振回路を形成することができます。外付け共端子の容

量等の定数は、共振子により異なりますので共振子メーカーの推

奨値を御使用ください。

●発振制御

（１）ストップモード

　ＳＴＰ命令を実行すると、システムクロックが“Ｈ”の状態で発振

が停止しＸINの発振が停止します。このとき、タイマ１及びタイマ２

にはそれぞれのリロードラッチの値がセットされます。STP命令実

行前にタイマ１、タイマ２割り込み許可ビットを禁止状態（“０”）に

設定してください。発振はリセットまたは外部割り込みが受け付け

られると再開しますが、システムクロックは、タイマ2がアンダー

フローするまで“Ｈ”のままです。タイマ2がアンダーフローしては

じめてシステムクロックが供給されます。これは、セラミック発振

などを使用した場合、発振の立ち上がりに時間を要するためで

す。

         XIN      　　　　　 XOUT

COUTCIN

図54.　発振回路

（２）ウェイトモード

　WIT命令を実行すると、システムクロックが“Ｈ”の状態で停止

しますが発振器は停止しません。リセット又は割り込みを受け付

けると停止を解除します。発振器は停止していませんので直ちに

命令を実行できます。

　STPあるいはWIT状態を解除する場合、割り込みが受け付けら

れるためには、STPあるいはWIT命令を実行する前に対応する

割込許可ビットを“１”にしておく必要があります。また、割り込み復

帰後はその割り込み要因の飛び先ベクトルへジャンプします。但

し、STPとWITの違いにより、使用可能な割り込み要因の種類が

変わります。

  注．ＸINを外部から入力する仕様は考慮していません。
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図55.　クロック発生回路ブロック図

XOUT

XIN
1/2 1/4

S

R

Q

遅延回路�

割り込み要求�

割り込み禁止�
フラグ�

RESET

STP

S

R Q

S

R Q

STP

WIT

S

R Q

STP T

D Q

T

D Q

P2

2

（タイマ1,2）�

周辺用�
システムクロック

システムクロック

CPU用�

"1"

"0" CPUM6

カウントダウン�
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プログラミング上の注意事項

(1)　プロセッサステータスレジスタに関するもの

　　プロセッサステータスレジスタPSは割り込み禁止フラグ

　Iが"1"であることを除いて、リセット直後は不定です。この

　ため、プログラムの実行に影響を与えるフラグの初期化が必

　要です。

　　特に演算そのものに影響を与えるTフラグ、Dフラグにつ

　いては初期化が必須となります。

(2)　PLP命令及び割り込みに関するもの

　　PLP命令実行中は割り込みを禁止にして下さい。

　　（PLP命令の前にSEI命令を挿入）

(3)　割り込みに関するもの

　　割り込み要求ビットの内容をプログラムで変更した直後　

　に、BBC、BBS命令を実行しても、変更前の内容に対して

　実行されるので、変更後の内容に対して実行するためには、

　１命令以上後に行って下さい。

(4)　10進演算に関するもの

　　10進モードでは、V(オーバフロー)が無効となります。

(5)　乗除演算命令に関するもの

　①MUL、DIV命令はT、Dフラグの影響を受けません。

　②乗算命令での実行ではその演算結果によりN、Zフラグが

　　変化します。Cフラグは常に"0"です。

　③除算命令での実行では除数が"00"の場合にVフラグが"1"に

　　なります。商が8ビットを越えるとCフラグは"1"になりま

　　す。V又はCフラグが"1"になった場合は除算命令は停止し

　　て次の命令を実行します。なお、商の値によりN、Zの両

　　フラグは変更されます。

(6)　ポートに関するもの

　　ポート方向レジスタの値は読み出すことができません。す

　なわち、LDA命令をはじめTフラグが"1"の場合のメモリ演算

　命令、方向レジスタの値を修飾値とするアドレッシングモー

　ド、BBC、BBS等のビットテスト命令は使用できません。

　また、CLB、SEB等のビット操作命令、ROR等の演算を始

　めとする方向レジスタのリードモディファイライト命令も使

　用できません。方向レジスタの設定はLDM命令、STA命令

　等を使用して下さい。

(7)　タイマに関するもの

　　タイマラッチに値N(0～255)を書き込んだ場合、分周比は

　1/(N+1)です。

(8)　CANコントローラの通信タイミング設定に関するもの

　　CANコントローラの通信タイミング設定は、CANコント

　ローラの送受信有効にする前に必ず行って下さい。

　設定に関する条件については本文中の図を参照して下さい。

(9)　CANスリープモード及びSTP命令実行に関するもの

　　送信･受信中にCANコントローラをスリープモードに移行

　させるとCANバス上にドミナントレベル送出状態で停止す

　る場合があります。送信完了もしくは送信アボートの実行、

　受信無効化後に送受信されてない事を確認してからスリープ

　モードに移行して下さい。

　　また、STP命令実行時についても同理由にて、スリープ

　モードへ移行後にSTP命令を実行して下さい。

(10)　CANコントローラの送信アボートに関するもの

　　送信アボートの要求は、送信要求時のみ実行できます。既

　に送信を開始している場合は送信完了するか送信エラー発生

　時以外はアボートは実行されません。送信アボート要求発行

　タイミングによって送信アボート要求のみが残る場合があり

　ますので、次回送信前に送信アボート要求をソフトウェアに

　てクリアして下さい。

(11)  CANコントローラの受信バッファ読み出しに関するもの

　　CAN受信割り込み処理ルーチン中でCAN受信バッファの

　読み出しを行う場合は、格納されている受信バッファ内の全

　メッセージを読み出して下さい。

(12)　CANバスからのウエイクアップに関するもの

　　CANバスのドミナントレベル検出によるウエイクアップ

　により、CANコントローラスリープモードから復帰、発振

　停止状態からの復帰等の条件によってCANの通信データを

　取りこぼす可能性があります。

(13)　A-D変換に関するもの

　　A-D変換器のコンパレータは容量結合で構成されており、

　クロック周波数が低いと電荷が失われます。そのため、A-D

　変換中はf(XIN)を500kHZ以上にして下さい。また、A-D変換

　中はSTP命令、WIT命令を実行しないで下さい。
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未使用端子の処理

　表9に未使用端子の処理を示します。

　　表9.　未使用端子の処理

　注１．プログラマブル入出力ポートの場合、複数ポートをまとめて抵抗を介し、VSSに接続しないで下さい。また、プルアップ

　　　　制御可能な端子は、プルアップを無効に設定して下さい。

　注２．CNVSS端子は、ワンタイムPROM版及びEPROM版の場合、次のように接続して下さい。

　　　　・配線はできるだけ短くして下さい。

　　　　・5kΩ程度の抵抗を CNVSS端子に近い位置に挿入し、これを介してCNVSS端子とVSS端子とを接続してください。

　注３．プログラマブル入出力ポートの場合、ノイズや暴走によりポート方向レジスタの値が変化し出力モードになる可能性が

　　　　あります。このとき、ポートとGNDが短絡する可能性がありますので、ソフトウエアにて定期的にポート方向レジスタ

　　　　に値を設定することを推奨します。

端子／ポート名 処理方法

・入力モードに設定した上で、抵抗を介してプルダウ　

ンして下さい。（注１）

・出力モードに設定し"L"又は"H"出力状態で開放して下　

さい。

・VSS(GND)に接続して下さい。

・開放して下さい。（外部クロック使用時のみ）

VREF.AVSS

XOUT

・抵抗を介してプルダウンして下さい。（注２）CNVSS

P0.P1.P2.P3.P4.P5.P6.P7.P8



7632グループ

Rev.2.00    2003.10.30    page 53 of 64

図56.　レベルシフト入力回路構成図

R1

R2

Ii

D1

D2

MCU

VCCVI

(1)レベルシフト入力動作について

　7632クループでは、図56に示すように過電圧による入力電

流に制限抵抗を付加して最大入力電流を規制することでVI＞

VCCとすることができます。ただし本マイコンの保護ダイオー

ドは、通常のスイッチングダイオードと異なりDC信号のレベ

ルシフトを目的としています。したがって突入電流などの急激

なストレスがダイオードへ直接印可されないように注意して下

さい。

(2)注意事項

　レベルシフト入力による入力電流のうち、マイコンで消費し

きれない電流がマイコンの電源端子から外部電源回路へと流れ

ても電源電圧が動作保証電圧内で安定することをご確認くださ

い。

　多数のポートに流れ込む電流波を同時に変化させる（AC動

作）、ノイズによる誤動作等についてはユーザにて評価・確認

してください。

　レベルシフト入力端子は、VCCピンを中心とし、VCCピン付

近より左右に均等に使用することを推奨します。
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ノイズに関する注意事項

　ノイズに関する注意事項を以下に示します。本対策例は理論

上有効ですが、実使用に際しては、本対策を実施した後も充分

なシステム評価を行って下さい。

(1)リセット端子の配線

　リセット端子に接続する配線は短くして下さい。特にリセッ

ト端子とVSS端子間に接続するコンデンサは、それぞれの端子

とできるだけ短い(20㎜以内)配線で接続して下さい。ノイズな

どによってリセット端子に入力される"L"パルス幅が規定値よ

りも短いと、マイコン内部が完全な初期状態になる前にリセッ

トが解除され、プログラム暴走の原因となります。

(2)クロック入力端子の配線

　クロック入出力端子に接続する配線は短くして下さい。発振

子に接続するコンデンサの接地側リード線とマイコンのは、

VSS端子とは最短(20㎜以内)の配線で接続して下さい。発振用

のVSSパターンは、発振回路専用とし、他のVSSパターンと分

離して下さい。

　クロック入出力端子にノイズが侵入すると、クロックの波形

が乱れ、誤動作や暴走の原因となります。

　また、マイコンのVSSレベルと発振子のVSSレベルとの間に

ノイズによる電位差が生じると正確なクロックがマイコンに入

力されません。

(3)VSS-VCCライン間へのバイパスコンデンサ挿入

　VSS-VCCライン間に0.1μF程度のバイパスコンデンサを、以

下の条件で挿入して下さい。

　・VSS端子-バイパスコンデンサ間の配線長とVCC-バイパスコ

　　ンデンサ間の配線長を等しくする。

　・VSS端子-バイパスコンデンサ間の配線長とVCC-バイパスコ

　　ンデンサ間の配線長を最短にする。

　・VSSライン及びVCCラインは他の信号線よりも幅の広い配

　　線を使用する。

(4)アナログ入力端子の配線処理

　・アナログ入力端子に接続されるアナログ信号線は、マイコ

　　ンのできるだけ近い位置に、100～1kΩ程度の抵抗を直列

　　に接続して下さい。

　・アナログ入力端子とVSS端子間の、VSS端子にできるだけ

　　近い位置に容量1000pF程度のコンデンサを挿入して下さ

　　い。

　アナログ入力端子への配線が長い場合、この配線はノイズを

マイコン内部に引き込むアンテナとなるため、アナログ入力端

子にノイズが引き込まれ易くなります。

　また、アナログ入力端子とVSS端子間のコンデンサをVSSか

ら遠い位置で接地した場合、そのグランド上のノイズがコンデ

ンサ経由でマイコンに侵入します。

(5)発振子への配慮

　マイコンの動作の基本となるクロックを生成する発振子に

は、他の信号から影響を受けにくくする配慮が必要です。

　①大電流が流れる信号線からの回避

　　マイコンが扱う電流値の範囲を越えた大きな電流が流れる

　　信号線は、マイコン（特に発振子）からできるだけ遠い位

　　置に配置して下さい。

　　このような信号線に大電流が流れる場合、相互インダクタ

　　ンスによるノイズが発生します。

　②高速にレベル変化する信号線からの回避

　　高速にレベル変化する信号線は、発振子からできるだけ遠

　　い位置に配置して下さい。

　　また、高速にレベル変化する信号線は、クロック関連の信

　　号線、その他ノイズの影響を受け易い信号線と交差させな

　　いで下さい。

　　CNTR端子の信号など高速にレベル変化するときの影響を

　　他の信号線に与え易く、特にクロック関連の信号線と交差

　　するクロックの波形が乱れ、誤動作や暴走の原因となりま

　　す。

　③VSSパターンによる保護

　　両面基板の場合、発振子が実装される面（実装面）の裏側

　（ハンダ面）の、発振子と同じ位置はVSSにして下さい。

　　このVSSパターンはマイコンのVSS端子と最短の配線で接

　　続し、他のVSSパターンから独立させて下さい。

(6)入出力ポート処理

　入出力ポートは以下の要領で、ハードウェア、ソフトウェア

の両面で対策を行って下さい。

＜ハードウエア面＞

　・入出力ポートに100Ω以上の抵抗を直列に挿入して下さ　

　　い。

＜ソフトウエア面＞

　・入力ポートではプログラムで複数回読み込みを行い、レベ

　　ルの一致を確認して下さい。

　・出力ポートではノイズによって出力データが反転する可能

　　性があるため、一定周期でデータレジスタの再書き込みを

　　行って下さい。

　・一定周期で方向レジスタ、プルアップ制御レジスタの再書

　　き込みを行って下さい。一定周期で方向レジスタを入力　

　　ポートに再設定すると、そのポートから数nsの細いパル

　　スが出力される場合があります。これが問題となる場合　

　　は、ポートにコンデンサを配置することによってこのパル

　　スを除去して下さい。
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(7)　未使用の割り込みベクタ処理

　　未使用の割り込みベクタにはリセットベクタと同じアドレ

　スを設定して下さい。この設定により不本意な割り込みが発

　生しても初期化ルーチンに移行させ、フェールセーフできま

　す。
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マスクＲＯＭおよびＲＯＭ書き込み発注時の提出資料マスクＲＯＭおよびＲＯＭ書き込み発注時の提出資料マスクＲＯＭおよびＲＯＭ書き込み発注時の提出資料マスクＲＯＭおよびＲＯＭ書き込み発注時の提出資料マスクＲＯＭおよびＲＯＭ書き込み発注時の提出資料

　マスクROM版およびワンタイムPROM版の工場書き込み発

注時、次の資料を提出してください。

　（１）マスク化確認書（マスクROM版）＊

　　　　ＲＯＭ書き込み確認書（ワンタイムPROM版）＊

　（２）マーク指定書＊

　（３）ＲＯＭのデータ････････ＥＰＲＯＭ　３セット

                                      　又はフロッピーディスク  １枚

＊マスク化確認書、ＲＯＭ書き込み確認書およびマーク指定書

　につきましては、ルネサステクノロジホームページ

　ROM発注(http://www.renesas.com/jp/rom)を参照して下さ

　い。

ＰＲＯＭ書き込み方法ＰＲＯＭ書き込み方法ＰＲＯＭ書き込み方法ＰＲＯＭ書き込み方法ＰＲＯＭ書き込み方法

　ワンタイムプログラマブル版（ブランク品）及びＥＰＲＯＭ

内蔵版は、専用の書き込みアダプタを使用することにより汎用

ＰＲＯＭライタで内蔵ＰＲＯＭの書き込み、読み出しを行うこ

とができます。なお、ＰＲＯＭライタのアドレス設定は、ユー

ザＲＯＭ領域に設定してご使用ください。

汎用PROMライタの種類については、弊社まで問い合わせ下

さい。

パッケージ

８０Ｐ６Ｓ－Ａ

８０Ｄ０

書き込みアダプタ形名

ＰＣＡ７４４３ＦＰ

ＰＣＡ７４４３ＦＳ

　ワンタイムプログラマブル（ブランク品）は、当社でのアセ

ンブリ工程以降ＰＲＯＭの書き込みテスト、スクリーニングを

行っていません。書き込み以降の信頼性を向上させるため、図

に示すフローで書き込み、テストを行った後使用されることを

推奨いたします。

図57.　ワンタイムプログラマブル版書き込みとテスト

PROMライタによる書き込み

スクリーニング

(150℃、40時間の高温放置)

PROMライタによる

ベリファイテスト

実機による機能チェック
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表10.絶対最大定格

�記号

VCC

VI

VI

VI

VO

Pd

Topr

Tstg

項　　　　目

電源電圧

入力電圧

P00～P07, P10～P17, P20～P27, P30～P37

P40～P47, P50～P57, P60～P67, P70～P77
__________

　 P80～P87, RESET, XIN, VREF

CNVSS(マスクROM版)

CNVSS(ワンタイムRPOM版,EPROM版)

出力電圧

P00～P17, P10～P17, P20～P27, P30～P37

P40～P47, P50～P57, P60～P67, P70～P77

　 P80～P87, XOUT

消費電力

動作周囲温度

保存温度

条　　件 定　格　値

-0.3～7.0（注1）

単位

VSS端子を基準にし
て測定する出力トラ
ンジスタは遮断状態

-0.3～VCC+0.3

  -0.3～VCC+0.3

500

-40～85

-60～150

V

V

V

mW

℃

℃

Ta＝25℃

表11　推奨動作条件(1)
   (指定のない場合はVCC=4.0～5.5V，VSS=AVSS=0V,Ta=－40～85℃)

規　格　値
項  　　目

最　小 標 準 最　大
記　号 単位

5.0

0

0

2.5

1.3

4.0

4.0

AVSS

0.8VCC

0

VSS

VCC

VSS

VREF

AVSS

VIA

VIH

VIL

VIH

VIL

電源電圧

A-D変換基準電圧

アナログ電源電圧

A-D変換入力電圧　　　　　　AN0～AN7

“H”入力電圧

　　　　 P00～P07, P10～P17, P20～P27, P30～P37,P40～ P47
__________

　　　　 P50～P57, P60～P67,P70～ P77, P80～P87 ,RESET, XIN

“L”入力電圧

　　　　 P00～P07, P10～P17, P20～P27, P30～P37,P40～ P47
__________

　　　 　P50～P57, P60～P67,P70～ P77, P80～P87,RESET, XIN

  “H”シュミットトリガ入力電圧

　　　　 P00～P07, P10～P17, P20～P27, P30～P37

  “L”シュミットトリガ入力電圧

　　　　 P00～P07, P10～P17, P20～P27, P30～P37

5.5

VCC

VCC

VCC

0.2VCC

VCC

V

V

V

V

V

V

V

V

V

-0.3～VCC+0.3

-0.3～13

V

V

注1.M37633MFT-XXXFP およびM37633MCT-XXXFPでは-0.3～6.5Vです。

電気的特性       ✽ M37633MFT-XXXFPおよびM37633MCT-XXXFPは開発中ですので電気的特性を変更する場合があります。
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表12.　推奨動作条件(2)
   (指定のない場合はVCC=4.0～5.5V，VSS=AVSS=0V,Ta=－40～85℃)

規　格　値
項  　　目

最　小 標 準 最　大
記　号 単位

ΣIOH(peak) “H”出力総尖頭電流 （注1）

P00～P07, P10～P17, P20～P27, P30～P37,P40～ P47

P50～P57, P60～P67,P70～ P77, P80～P87

ΣIOH(avg) “H”出力総平均電流（注1）

P00～P07, P10～P17, P20～P27, P30～P37,P40～ P47

P50～P57, P60～P67,P70～ P77, P80～P87

ΣIOL(peak) “L”出力総尖頭電流（注1）

P00～P07, P10～P17, P20～P27, P30～P37,P40～ P47

P50～P57, P60～P67,P70～ P77, P80～P87

ΣIOL(avg) “L”出力総平均電流（注1）

P00～P07, P10～P17, P20～P27, P30～P37,P40～ P47

P50～P57, P60～P67,P70～ P77, P80～P87

IOH(peak) “H”出力尖頭電流（注2）

P00～P07, P10～P17, P20～P27, P30～P37,P40～ P47

P50～P57, P60～P67,P70～ P77, P80～P87

IOH(avg) “H”出力平均電流（注3）

P00～P07, P10～P17, P20～P27, P30～P37,P40～ P47

P50～P57, P60～P67,P70～ P77, P80～P87

IOL(peak) “L”出力尖頭電流（注2）

P00～P07, P10～P17, P20～P27, P30～P37,P40～ P47

P50～P57, P60～P67,P70～ P77, P80～P87

IOL(avg) “L”出力平均電流（注3）

P00～P07, P10～P17, P20～P27, P30～P37,P40～ P47

P50～P57, P60～P67,P70～ P77, P80～P87

ΣIIO(peak) “H”入力総尖頭電流    (VI > VCC)

P00～P07, P10～P17, P20～P27, P30～P37

P40～P47, P50～P57, P60～P67, P80～P87

ΣIIO “H”入力総電流 P00～P07, P10～P17, P20～P27, P30～P34

(VI > VCC) P40～P47, P50～P57, P60～P67, P80～P87

IIO(peak) “H”入力尖頭電流       (VI > VCC)

P00～P07, P10～P17, P20～P27, P30～P37

P40～P47, P50～P57, P60～P67, P80～P87

IIO “H”入力電流 P00～P07, P10～P17, P20～P27, P30～P34

(VI > VCC) P40～P47, P50～P57, P60～P67, P80～P87

f(CNTR) クロック入力発振周波数 P65/CNTR0,P66/CNTR1

(発振周波数はデューティ 二相パルス入力(4倍速モード)時以外

50％の場合です。 ） P64/TX0,P65/CNTR0

二相パルス入力(4倍速モード)時

f(XIN) メインクロック入力発振周波数（注4）

-80

-40

80

40

-10

-5

10

5

32

16

2

1

f(XIN)/16

f(XIN)/32

10

mA

mA

mA

mA

mA

mA

mA

mA

mA

mA

mA

mA

MHz

MHz

MHz

注1．出力総電流は該当するポートすべてに流れる電流の総和です。総平均電流は100msの期間内での平均値で、総尖頭電流は総和のピーク値です。

2．出力尖頭電流は1ポートごとに流れる電流のピーク値を規定します。

　3．平均出力電流IOL(avg)、IOH(avg)は100msの期間での平均値です。

4．メインクロック発生回路には、発振波形に歪がなく、十分振幅の確保できる外付け発振子を発振子メーカ推奨条件下でご使用ください。
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VOH

VOL

VT+－VT－

VT+－VT－

VT+－VT－
VT+－VT－

IIH

IIH
IIH
IIL

IIL
IIL
IIH

IIL

表13.　電気的特性(1)
   (指定のない場合はVCC=4.0～5.5V，VSS=AVSS=0V，Ta=－40～85℃)

規　格　値
項  　　目

最　小 標 準 最　大
記　　号 単位

IOH=－5mA

IOL=5mA

シュミットトリガ有効

VI=VCC

VI=VCC

VI=VCC

VI=VSS

VI=VSS

VI=VSS

VI=VCC
プルダウン有効

VI=VSS

プルアップ有効

0.7VCC

測  定  条  件

2.0

5.0

5.0

-5.0

-5.0

200

-20

V

V

V

V

V

V

μA

μA

μA
μA

μA

μA

μA

μA

0.5

0.5

0.5

0.5

4.0

-4.0

20

-200

“H”出力電圧
P00～P07, P10～P17, P20～P27

P30～P37, P40～P47, P50～P57
P60～P67, P70～P77, P80～P87

“L”出力電圧

P00～P07, P10～P17, P20～P27
P30～P37, P40～P47, P50～P57
P60～P67, P70～P77, P80～P87

ヒステリシス
INT0,INT1,TX0,CNTR0,CNTR1

ヒステリシス

SIN1,SCLK1,URXD1,UCTS1,
SIN2,SCLK2,URXD2,UCTS2,
CRX,KW0～KW7

ヒステリシス
__________

RESET
ヒステリシス
ST00～ST07, ST10～ST17,

ST20～ST27, ST30～ST37,
“H”入力電流
P00～P07, P10～P17, P20～P27

P30～P37, P40～P47, P50～P57
P60～P67, P70～P77, P80～P87

“H”入力電流
__________

RESET

“H”入力電流 XIN
“L”入力電流
P00～P07, P10～P17, P20～P27
P30～P37, P40～P47, P50～P57

P60～P67, P70～P77, P80～P87
“L”入力電流

__________

RESET
“L”入力電流 XIN

“H”入力電流
P42, P50～P57,

“L”入力電流

P00～P07, P10～P17, P20～P27
P30～P37, P40～P47, P50～P57
P60～P67, P70～P77, P80～P87
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クロック停止時

高速モード時,f(XIN)=8MHz

VCC=5V,出力トランジスタはOFF状態

CANコントローラ動作中

A-D変換器動作中

高速モード時,f(XIN)=8MHz

VCC=5V,出力トランジスタはOFF状態

CANコントローラ停止

A-D変換器動作中

中速モード時,f(XIN)=8MHz

VCC=5V,出力トランジスタはOFF状態

CANコントローラ動作中

A-D変換器動作中

中速モード時,f(XIN)=8MHz  (WIT命令実行時)

VCC=5V,出力トランジスタはOFF状態

CANコントローラ停止

A-D変換器停止

発振はすべて停止 Ta=25℃

VCC=5V（注５）

発振はすべて停止 Ta=85℃

VCC=5V（注５）

表15.　Ａ-Ｄ変換器特性
（指定のない場合は，VCC=4.0～5.5V,VSS=AVSS=0V,Ta=－40～85℃）

単位

bit

LSB

tc(XIN)

V

μA

 kΩ

μA

分解能

絶対精度(量子化誤差は除く)

変換時間

基準電圧入力

基準電流入力

ラダー抵抗

Ａ-Ｄポート入力電流

規　格　値
項  　　目

最　小 標 準 最　大
記　　号

VCC=VREF=5.12V

VI=VSS～VCCV

測  定  条  件

8

±2.0

108

VCC

200

5.0

±1.0

150

35

0.5

106

4.0

－

－

tCONV

VREF

IREF

RLADDER

IIAN

表14.　電気的特性(2)
   (指定のない場合はVCC=4.0～5.5V，VSS=AVSS=0V，Ta=－40～85℃)

規　格　値
項  　　目

最　小 標 準 最　大
記　　号 単位測  定  条  件

12

10

6

2.5

0.1

2.0 V

mA

mA

mA

mA

μA

μA

注５．出力トランジスタは遮断状態、A-D変換器は変換終了状態、VREF端子に流れる電流は含みません。

VRAM

ICC

20

18

11

1.0

10.0

RAM保持電圧

電源電流
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表17.　スイッチング特性
　(指定のない場合は，VCC=4.0～5.5V, VSS=AVSS=0V, Ta=－40～85℃)

シリアルI/O1クロック出力“H”パルス幅

シリアルI/O1クロック出力“L”パルス幅

シリアルI/O出力遅延時間

シリアルI/O出力有効時間

シリアルI/Oクロック出力立ち上がり時間

シリアルI/Oクロック出力立ち上がり時間

CMOS出力 立ち上がり時間

CMOS出力 立ち下がり時間

tWH (SCLK)

tWL (SCLK)

td (SCLK-SOUT)

tV (SCLK-SOUT)

tr (SCLK)

tf (SCLK)

tr (CMOS)

tf (CMOS)

規　格　値

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

項  　　目
最　小 標 準 最　大

記　　号 単位

50

50

50

50

50

50

10

10

0.5・tc(SCLK) - 50

0.5・tc(SCLK) - 50

0

被測定出力端子

100pF

CMOS出力

図58.　出力スイッチング特性測定回路図

表16.　タイミング必要条件　(指定のない場合はVCC=4.0～5.5V,　VSS=AVSS=0V,　Ta=－40～85℃)

リセット入力“Ｌ”パルス幅

メインクロック入力サイクル時間

メインクロック入力“H”パルス幅

メインクロック入力“L”パルス幅

 CNTR0, CNTR1入力サイクル時間

二相パルス入力（4倍速モード）時以外

 CNTR0入力サイクル時間

二相パルス入力（4倍速モード）時

CNTR0, CNTR1入力“H”パルス幅

二相パルス入力（4倍速モード）時以外

 CNTR0入力“H”パルス幅

二相パルス入力（4倍速モード）時

CNTR0, CNTR1入力“L”パルス幅

二相パルス入力（4倍速モード）時以外

 CNTR0入力“L”パルス幅

二相パルス入力（4倍速モード）時

 CNTR0,TX0の入力エッジの間隔

二相パルス入力（4倍速モード）時

TX0入力サイクル時間 二相パルス入力（4倍速モード）時

TX0入力“H”パルス幅 二相パルス入力（4倍速モード）時

TX0入力“L”パルス幅 二相パルス入力（4倍速モード）時

INT0, INT1 入力“H”パルス幅

INT0, INT1入力“Ｌ”パルス幅

シリアルI/Oクロック入力サイクル時間

シリアルI/Oクロック入力“H”パルス幅

シリアルI/Oクロック入力“L”パルス幅

シリアルI/O入力セットアップ時間

シリアルI/O入力ホールド時間

tW(RESET)

tC(XIN)

tWH(XIN)

tWL(XIN)

tC(CNTR)

tWH(CNTR)

tWL(CNTR)

tL(CNTR0-TX0)

tC(TX0)

tWH(TX0)

tWL(TX0)
tWH(INT)

tWL(INT)

tC(SCLK)

tWH(SCLK)

tWL(SCLK)

tsu(SIN-SCLK)

th(SCLK-SIN)

規　格　値

tc(XIN)

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

項  　　目
最　小 標 準 最　大

記　　号 単位

20

100

37

37

1600

3200

800

1600

800

1600

800

3200

1600

1600

460

460

8･tc(XIN)

4･tc(XIN) - 50

4･tc(XIN) - 50

200

200
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図59.　タイミング図

0.2VCC

tWL(XIN)

0.8VCC

tWH(XIN)

tC(XIN)

XIN

0.2VCC
0.8VCC

tW(RESET)

RESET

0.2VCC

0.2VCC
0.8VCC

0.8VCC

 

tf tr

td(SCLK-SOUT)

tv(SCLK-SOUT)

tC(SCLK)

tWL(SCLK) tWH(SCLK)

th(SCLK-SIN)tsu(SIN-SCLK)

SOUT

SIN

SCLK

0.2VCC

tWL(INT)

0.8VCC

tWH(INT)

INT0,INT1

0.2VCC

tWL(CNTR)  

0.8VCC

tWH(CNTR)

tC(CNTR)

CNTR0, CNTR1

0.2VCC

tWL(TX0)

0.8VCC

tWH(TX0)

tC(TX0)

TX0
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QFP80-P-1414-0.65 1.11
Weight(g)JEDEC CodeEIAJ Package Code Lead Material

Alloy 42

80P6S-A Plastic 80pin 14✕14mm body QFP

–
0.1

–

– –
0.2

––

– –

–
–

––

–

Symbol
Min Nom Max

A

A2

b
c
D
E

HE

L
L1

y

b2

Dimension in Millimeters

HD

A1

0.35
––I2 1.3
––MD 14.6
––ME 14.6

10°0°
0.1

1.4
0.80.60.4

17.116.816.5
17.116.816.5

0.65
14.214.013.8
14.214.013.8

0.20.150.13
0.40.30.25

2.8
0

3.05

e

e
e

E

c

H
E

1

80 61

40

60

41

21

20

HD

D

MD

M
E

A

F

A
1

A
2

L1

Ly
b2

I2

Recommended Mount Pad

Detail F

x – – 0.13

b x M

MMP

図60.　パッケージ外形寸法図(80P6S-A)
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Rev. 発行日 改訂内容

ページ ポイント

( 1/ 1)

1.0 01/9 初版発行

2.00 M37633MFT-XXXFP,M37633MCT-XXXFPを追加
•図1　P10/ST11→ P11/ST11
•品種追加
•品種追加
•図5　プロセッサステータスレジスタ（PC）→プロセッサステータスレジスタ
•図20　PUPD5j→ PUP5j
•キー入力　割り込みの説明を修正
•（５）タイマ123モードレジスタ設定
　　　PWM出力許可に設定して下さい

↓
　　　PWM出力許可、T２ラッチのみに書き込み、に設定にしてください。
•図29　P8/SOUT1→ P81/SOUT1__________ _________

•図29　P83/SRDY2→ P87/SRDY2
•図42および図43の注釈追加
•図44の注釈追加　
•図50　b5～b0の“0”を消去
•レベルシフトの注意事項追加
•ホームページ参照箇所変更
•M37633MFT-XXXFPおよびM37633MCT-XXXFPの注釈追加
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安全設計に関するお願い�

1. 弊社は品質，信頼性の向上に努めておりますが，半導体製品は故障が発生したり，誤動作する場合があります。弊社の半導体製品の故障又は誤動作によって結果として，人身事故火災事故，社会的損

害などを生じさせないような安全性を考慮した冗長設計，延焼対策設計，誤動作防止設計などの安全設計に十分ご留意ください。�

�

本資料ご利用に際しての留意事項�

1. 本資料は，お客様が用途に応じた適切なルネサス テクノロジ製品をご購入いただくための参考資料であり，本資料中に記載の技術情報についてルネサス テクノロジが所有する知的財産権その他の権

利の実施，使用を許諾するものではありません。�

2. 本資料に記載の製品データ，図，表，プログラム，アルゴリズムその他応用回路例の使用に起因する損害，第三者所有の権利に対する侵害に関し，ルネサス テクノロジは責任を負いません。�

3. 本資料に記載の製品データ，図，表，プログラム，アルゴリズムその他全ての情報は本資料発行時点のものであり，ルネサス テクノロジは，予告なしに，本資料に記載した製品または仕様を変更することがあ

ります。ルネサス テクノロジ半導体製品のご購入に当たりましては，事前にルネサス テクノロジ，ルネサス販売または特約店へ最新の情報をご確認頂きますとともに，ルネサス テクノロジホームページ

(http://www.renesas.com)などを通じて公開される情報に常にご注意ください。�

4. 本資料に記載した情報は，正確を期すため，慎重に制作したものですが万一本資料の記述誤りに起因する損害がお客様に生じた場合には，ルネサス テクノロジはその責任を負いません。�

5. 本資料に記載の製品データ，図，表に示す技術的な内容，プログラム及びアルゴリズムを流用する場合は，技術内容，プログラム，アルゴリズム単位で評価するだけでなく，システム全体で十分に評価し，お

客様の責任において適用可否を判断してください。ルネサス テクノロジは，適用可否に対する責任は負いません。�

6. 本資料に記載された製品は，人命にかかわるような状況の下で使用される機器あるいはシステムに用いられることを目的として設計，製造されたものではありません。本資料に記載の製品を運輸，移動体

用，医療用，航空宇宙用，原子力制御用，海底中継用機器あるいはシステムなど，特殊用途へのご利用をご検討の際には，ルネサス テクノロジ，ルネサス販売または特約店へご照会ください。�

7. 本資料の転載，複製については，文書によるルネサス テクノロジの事前の承諾が必要です。�

8. 本資料に関し詳細についてのお問い合わせ，その他お気付きの点がございましたらルネサス テクノロジ，ルネサス販売または特約店までご照会ください。�
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